
『

江

嶋

家

文

書

』

『

永

野

文

庫

』

日

録
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
　
編



『
江
嶋
家
文
書
』
『
永
野
文
庫
』
日
録

愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
　
編



『
江
嶋
家
文
書
目
録
』
　
『
永
野
文
庫
目
録
』
刊
行
に
寄
せ
て附属

図
書
館
長
　
粕
　
谷
　
増
　
男

愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
は
、
京
都
上
部
神
道
家
で
あ
っ
た
鈴
鹿
三
七
氏
の
旧
蔵
書
七
千
余
点
の
鈴
鹿
文
庫
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
次
紀

事
、
西
條
誌
稿
本
、
多
田
満
中
(
絵
巻
)
、
米
山
日
記
な
ど
の
貴
重
書
十
数
点
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
献
は
、
学
問
的
な

資
料
と
し
て
専
門
分
野
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
る
と
共
に
、
で
き
る
範
囲
内
で
一
般
に
公
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
手
は
じ
め
と
し
て
、

本
日
録
を
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
江
嶋
家
文
書
』
は
、
今
治
藩
家
老
江
嶋
家
の
文
書
で
あ
り
、
初
代
為
信
は
、
「
仮
名
草
子
」
と
呼
ば
れ
る
『
身
の
鏡
』
『
理
非
鏡
』
を
執

筆
し
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
談
林
俳
語
に
も
親
し
み
、
『
山
水
十
百
韻
』
を
著
し
、
西
山
宗
因
、
井

原
西
鶴
と
親
交
が
あ
る
な
ど
愛
媛
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
っ
た
。

文
書
は
、
江
戸
初
期
か
ら
明
治
期
ま
で
に
わ
た
り
、
当
時
の
今
治
を
知
る
第
一
級
資
料
で
あ
る
。
江
嶋
家
の
御
子
孫
が
西
宮
に
在
住
さ
れ
、

手
元
に
災
禍
を
免
れ
て
あ
る
こ
と
が
判
明
、
平
成
十
三
年
七
月
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
永
野
文
庫
』
は
、
小
松
藩
藩
医
永
野
家
の
直
系
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
医
学
書
と
、
歴
代
永
野
家
当
主
の
数
人
に
よ
る
記
録
類
か
ら
な

る
。
お
も
に
江
戸
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
版
本
と
写
本
で
あ
る
が
、
梅
寿
刊
行
の
江
戸
初
期
の
医
学
書
や
、
蘭
学
関
係
の
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
。
永
野
文
庫
は
、
愛
媛
の
医
学
史
の
み
な
ら
ず
、
日
本
医
学
史
を
考
え
る
際
に
も
今
後
大
い
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
好
個
の
文
庫
で

あ
る
。
平
成
四
年
に
御
子
孫
永
野
司
一
氏
に
よ
り
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
度
、
『
江
嶋
家
文
書
目
録
』
『
永
野
文
庫
日
録
』
が
教
育
学
部
福
田
安
典
先
生
の
ご
努
力
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
福
田

先
生
に
は
、
平
成
十
一
年
に
編
集
・
作
成
さ
れ
た
『
堀
内
文
庫
』
に
次
い
で
、
目
録
作
成
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
。

従
来
こ
れ
ら
の
貴
重
書
は
、
保
存
を
重
視
し
、
破
損
を
お
そ
れ
る
あ
ま
り
一
部
の
専
門
家
の
み
に
閲
覧
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
情
報
技

術
の
発
達
に
よ
り
、
電
子
媒
体
を
通
じ
て
広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
も
福
田

先
生
を
含
め
て
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
研
究
会
を
組
織
し
、
平
成
十
三
年
度
に
最
初
の
試
み
と
し
て
『
西
候
誌
稿
本
』
の
C
D
-
R
O
M
を

作
成
、
地
域
の
人
々
に
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
『
江
嶋
家
文
書
』
に
つ
い
て
も
、
地
元
今
治
市
と
も
協

力
し
な
が
ら
、
資
料
の
電
子
化
に
よ
る
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

こ
の
目
録
が
、
各
方
面
で
利
用
さ
れ
、
学
術
研
究
や
地
方
文
化
交
流
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
最
後
に
本
目
録
の
編
集

刊
行
に
学
長
裁
量
経
費
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
付
し
て
お
き
た
い
。



凡
　
例

目
録
記
載
は
原
則
と
し
て
以
下
の
順
と
し
た
。

資
料
番
号

認
定
作
品
名

形
式
(
一
紙
、
一
枚
、
写
本
、
刊
本
、
本
の
形
式
、
表
紙
の
種
類
(
例
、
共
表
紙
)
な
ど
の
区
別
)

分
量
(
複
数
の
場
合
の
み
、
ま
た
冊
子
の
場
合
は
丁
数
)

サ
イ
ズ
　
縦
×
構
　
(
単
位
は
皿
)

外
題
(
あ
る
場
合
の
み
【
外
題
】
と
明
記
、
直
書
な
ど
も
記
す
)

内
題
(
あ
る
場
合
の
み
【
内
題
】
と
明
記
)

「
成
立
」
(
あ
る
場
合
の
み
【
成
立
】
と
明
記
)

「
筆
者
」
(
あ
る
場
合
の
み
【
筆
者
】
と
明
記
)

「
備
考
」
(
あ
る
場
合
の
み
【
備
考
】
と
明
記
)

「
翻
刻
」
　
(
あ
る
場
合
の
み
【
翻
刻
】
と
明
記
)

「
内
容
」
　
(
必
要
に
応
じ
て
【
内
容
】
と
明
記
)



日
次江嶋

家
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書
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録
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1

5

○
系
図

○
墨
印
状

○
勤
仕
覚
書

○
江
島
屋
敷
・
墓
所
見
取
り
図

○
進
上
証
書
等
覚
書

○
明
治
以
降
の
証
書
関
連

○
そ
の
他
書
簡
・
書
付

四
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2

○
俳
譜
・
和
歌

○
漢
詩
文

○
兵
法



○
書
籍

○
絵
画
・
工
芸
品

○
そ
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他

五
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行
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他
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江
嶋
家
文
書
日
録



一
今
治
と
そ
の
周
辺
の
地
誌
関
係

一
-
1
　
今
治
藩
城
下
屋
敷
見
取
図一

紙
　
四
七
・
五
×
四
一
・
四

【
備
考
】
一
-
3
の
絵
図
と
の
相
違
は
一
-
3
の
【
内
容
】
参
照
。

裏
に
「
為
親
」
の
印
あ
り
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/01/ima/ima.htm


一
-
2
　
今
治
藩
城
下
屋
敷
見
取
図
　
(
部
分
)

一
紙
一
六
・
一
×
二
九
・
一

【
備
考
】
一
-
1
の
地
図
の
北
及
び
北
西
部
分
と
は
ぽ
一
致
(
住
民
は
や
や
異
な
る
)
。

一
-
3
　
天
保
年
間
の
伊
予
今
治
城
絵
図

複
製
一
紙
　
三
九
・
四
×
五
四
・
〇

【
備
考
】

【
内
容
】

天
保
年
間
の
伊
擾
(
今
張
〕
今
治
城
経
国
。

こ
の
絵
図
か
ら
は
、
当
時
今
治
城
に
は
二
つ
の
外
堀
が
あ
り
、
海
と
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
　
(
現
在
で
は
外
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
内
堀

し
か
残
っ
て
い
な
い
)
。
舟
人
は
あ
る
程
度
の
原
形
を
保
ち
つ
つ
、
現
在

の
今
治
港
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
地
名
と
の
比
較

①
東
側
の
門
が
あ
っ
た
周
辺
↓
東
門
町

②
最
も
外
側
の
堀
の
東
南
部
(
円
環
状
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
せ
き
止
め
ら
れ

る
形
に
な
っ
て
い
る
)
↓
現
在
の
枝
堀
町
と
い
う
地
名
と
関
連
が
あ
る
か
。

③
北
東
の
侍
屋
敷
周
辺
1
通
町
(
町
人
が
辰
ノ
ロ
門
か
ら
大
手
橋
を
渡
り
、

城
内
へ
入
る
道
に
あ
た
る
こ
と
よ
り
従
来
か
ら
通
称
さ
れ
て
い
た
)

④
北
西
部
の
片
原
町
、
中
浜
町
、
風
早
町
、
本
町
、
米
屋
町
、
室
屋
町
は

現
在
と
同
様
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/01/ima/ima.htm


一
-
4
　
萬
延
二
年
越
智
郡
村
々
相
帳

写
本
一
冊
　
模
本
　
仮
綴
じ
　
共
表
紙
一
九
二
一
X
一
三
・
五
　
七
丁

【
外
題
】
　
(
直
書
)
「
萬
延
二
年
越
智
郡
村
々
和
帳
　
酉
正
月
日
」

【
内
容
】
越
智
郡
の
村
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/01/hikae/hikae.htm


一
-
5
　
二
月
四
日
鈍
川
村
御
鹿
狩
待
場
所
井
追
順
和

一
紙
一
六
・
六
×
四
三
・
六

【
内
容
】
二
月
四
日
興
行
の
鹿
狩
の
手
順
が
記
さ
れ
て
い
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/01/hikae/hikae.htm


一
-
6
　
脇
屋
義
助
卿
縁
起

一
巻
　
三
〇
・
三
×
二
四
一
・
六

【
成
立
】
元
禄
二
己
巳
年

【
筆
者
】
江
嶋
長
左
衛
門
為
信
(
為
信
自
筆
資
料
)

【
内
容
】
南
朝
の
忠
臣
、
新
田
義
貞
の
弟
・
脇
崖
義
助
の
伝
記
。
出
自
か
ら
挙
兵
、
南
朝
の
武
将
と
し
て
の
活
躍
、
伊

予
に
下
向
し
病
没
す
る
に
到
る
ま
で
が
漠
文
体
で
記
さ
れ
、
巻
末
に
は
縁
起
奉
納
の
経
緯
と
漢
詩
一
編
が
付

さ
れ
て
い
る
(
今
治
市
国
分
寺
脇
の
丘
に
は
義
助
の
墓
が
あ
り
、
寛
文
九
年
、
当
時
の
国
分
寺
住
職
旗
印
快

政
ら
に
よ
っ
て
修
復
、
再
建
さ
れ
て
い
る
)
。
『
今
治
夜
話
』
等
に
よ
る
と
、
元
禄
二
年
、
為
信
は
玉
垣
、
石

灯
籠
二
基
を
造
り
、
国
分
寺
に
脇
屋
卿
縁
起
一
巻
、
漢
詩
一
巻
を
奉
納
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

当
資
料
一
-
6
は
、
そ
の
脇
屋
卿
縁
起
の
一
部
で
、
為
信
が
書
い
た
部
分
の
草
稿
段
階
の
も
の
か
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/01/waki/waki.htm


二
　
久
松
家
・
今
治
藩
関
係

二
-
1
　
久
松
家
系
図

一
紙
一
六
・
五
×
一
五
七
・
四

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
御
上
略
系
図
」

【
内
容
】
「
久
松
系
図
」
「
戒
名
享
年
」
「
今
治
之
城
」
「
同
　
間
数
」
「
明
細
積
」

「
今
治
地
方
」
「
江
戸
糀
町
神
屋
鋪
」
「
品
川
下
屋
敷
」
「
深
川
屋
鋪
」

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/02/kakei/kakei.htm


二
-
2
　
久
松
家
系
図

写
本
一
冊
　
小
型
析
形
本
　
墨
流
し
表
紙
一
〇
・
四
×
一
二
・
〇
一
五
丁

【
外
題
】
(
直
書
)
「
略
御
系
図
」

【
備
考
】
二
-
1
と
同
内
容
だ
が
、
二
-
1
の
方
が
や
や
詳
し
い
。
但
し
、
二
-
1

は
草
稿
本
で
、
当
資
料
が
清
書
本
。

【
内
容
】
「
久
松
系
図
」
「
戒
名
享
年
」
「
今
治
之
城
」
「
同
　
間
数
」
「
明
細
積
」
「
今

治
地
方
」
「
江
戸
糀
町
神
足
鋪
」
「
品
川
下
屋
敷
」
「
深
川
崖
鋪
」



二
-
3
　
卸
法
名
号

写
本
一
冊
　
小
型
研
形
本
　
共
表
紙
一
一
・
七
×
九
・
一
　
一
四
丁

【
成
立
】
寛
政
末
頃

【
外
題
】
(
直
書
)
　
「
御
法
名
号
」

【
内
題
】
「
卸
法
名
号
覚
」

【
内
容
】
今
治
藩
初
代
藩
主
定
房
か
ら
、
寛
政
十
一
年
の
六
代
藩
主
定
休
ま
で
の
法

名
覚
え
書
き
。
「
松
山
卸
家
」
「
白
川
卸
家
」
「
新
橋
御
家
」
　
の
法
号
略
記

も
併
記
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/02/homyo/homyo.htm


二
-
4
　
久
松
家
戒
名
覚

一
紙
一
五
・
四
×
四
一
・
四

二
-
5
　
久
松
家
戒
名
覚

一
紙
一
六
・
一
×
七
二
二
一

二
-
6
　
久
松
家
戒
名
覚

一
紙
一
六
二
一
×
二
二
・
六



二
-
7
　
寛
政
二
年
四
月
十
五
日
覚
書

一
紙
一
五
・
六
×
一
八
二
二

【
内
容
】
寛
政
二
年
四
月
十
五
日
、
今
治
藩
主
定
剛
の
家
督
相
続
に
つ
い
て
の
覚
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/02/siryo/siryo.htm


二
-
8
　
天
保
三
年
御
家
中
分
限
帳

写
本
一
冊
　
模
本
　
共
表
紙
一
四
・
二
×
二
〇
・
六
　
一
八
丁

【
外
題
】
　
(
直
書
)
「
天
保
三
辰
年
　
御
家
中
分
限
帳
　
九
月
日
」

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/02/siryo/siryo.htm


二
-
9
　
明
治
四
十
年
遠
近
詰
所
井
姓
名
扣
簿

写
本
一
冊
　
大
黒
帳
　
仮
綴
じ
　
共
表
紙
一
三
・
六
×
一
九
・
五
　
四
丁

【
外
題
】
　
(
直
書
〕
　
「
明
治
四
十
年
五
月
十
日
遠
近
詰
所
井
二
姓
名
扣
簿
」

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/02/siryo/siryo.htm


二
-
1
0
　
名
代
代
参
覚

一
紙
一
六
・
九
×
三
二
・
二

【
内
容
】
元
日
二
日
に
、
名
代
と
し
て
代
参
す
る
者
を
記
し
た
書
き
付
け
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/02/siryo/siryo.htm


二
-
1
1
　
御
家
中
御
物
成
御
切
米
渡
方
帳

写
本
一
冊
　
横
本
　
仮
綴
じ
　
共
表
紙
　
一
一
・
九
×
一
六
・
九
　
二
六
丁

【
外
題
】
　
(
直
書
)
「
御
家
中
御
物
成
御
切
米
渡
方
帳
」

【
備
考
】
文
中
に
「
文
久
三
亥
正
月
」
の
付
箋
あ
り
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/02/siryo/siryo.htm


三
　
江
嶋
家
関
係

○
系
図三

-
1
　
海
老
原
家
系
図

一

紙

一

四

・

三

×

一

一

六

・

三

【
内
容
】
江
嶋
家
の
源
流
と
な
る
海
老
原
家
の
家
系
図
。
初
代
左
京
大
夫
頼
助
か
ら

為
信
の
父
・
為
顆
ま
で
の
系
図
が
記
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に
島
津
惟
新
公

か
ら
の
書
面
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/ebi/ebi.htm


三
-
2
　
江
嶋
家
系
図

紙
　
二
四
・
五
×
一
五
五
・
四

【
内
容
】
為
信
の
父
・
為
頬
か
ら
為
拝
ま
で
の
江
嶋
家
系
図
。
そ
の
他
、
為
信
の
妻

で
あ
る
晶
子
の
実
家
松
本
家
の
他
、
塚
本
家
、
恵
利
家
、
岩
村
(
佐
々
木
)

家
、
喜
多
川
家
の
系
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。

三
-
3
　
江
嶋
家
系
図

一
紙
　
二
四
・
二
X
一
〇
三
・
二

【
備
考
】
付
箋
あ
り
。

【
内
容
】
三
-
2
と
同
内
容
。
但
し
三
-
2
の
方
が
詳
し
い
。
当
資
料
は
三
-
2
の
草
稿
か
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/ejima/ejima.htm


三
-
4
　
由
緒
覚
書

一
紙
　
二
二
・
一
×
三
〇
・
九

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
由
緒
覚
書
」

【
内
容
】
為
正
か
ら
為
政
ま
で
の
系
図
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/yuisyo/yuisyo.htm


三
-
5
　
江
嶋
(
分
家
)
　
家
系
図

一
紙
一
七
・
九
×
九
四
・
三

【
備
考
】
訂
正
補
修
あ
り
。

【
内
容
】
為
信
の
次
兄
・
為
元
の
養
子
先
で
あ
る
稲
沢
家
の
系
図
(
三
代
目
か
ら
江

嶋
に
改
名
)
。
五
代
日
為
ゝ
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
、
松
本

家
、
恵
利
家
系
図
な
ど
、
三
-
2
と
同
様
の
も
の
が
あ
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/bunke/bunke.htm


三
-
6
　
御
法
号

一

紙

一

五

・

三

×

九

・

三

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
「
御
法
号
」

【
内
容
】
天
明
四
年
に
没
し
た
寿
光
院
、
勝
行
院
の
系
図
。



○
墨
印
状

三
-
7
　
元
禄
六
年
江
嶋
長
左
衛
門
宛
知
行
証

紙
　
二
二
・
七
×
六
三
・
六

【
筆
者
】
松
駿
河
守

【
備
考
】
宛
名
が
　
「
江
嶋
長
左
衛
門
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
長
左
衛
門

殿
」

【
翻
刻
】
高
三
百
石
宛
行
之
証
全
可
有
領
的
者
也
析
如
件
/
松
駿
河
守
/
元
禄
六
年

五
月
朔
日
　
定
陳
(
花
押
)
/
江
嶋
長
左
衛
門
殿

【
内
容
】
今
治
藩
三
代
藩
主
松
平
定
陳
よ
り
江
嶋
長
左
衛
門
(
為
信
)
　
に
三
百
石
の

知
行
を
加
増
し
た
際
の
証
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
8
　
元
禄
七
年
江
嶋
長
左
衛
門
宛
知
行
証

一
紙
　
二
二
・
七
×
六
二
・
九

【
成
立
】
元
禄
七
年
七
月
廿
一
日
　
定
陳

【
筆
者
】
松
駿
河
守

【
備
考
】
宛
名
が
「
江
嶋
長
左
衛
門
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
長
左
衛
門

殿
」

【
内
容
】
今
治
藩
三
代
藩
主
定
陳
よ
り
江
嶋
長
左
衛
門
(
為
信
)
　
に
二
百
石
加
増
し
、

三
-
了
の
知
行
証
記
載
分
と
合
わ
せ
て
計
五
百
石
で
あ
る
こ
と
を
証
し
た

も
の
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
9
　
元
禄
八
年
江
嶋
助
之
進
宛
知
行
証

一
紙
　
二
三
・
六
×
六
四
・
三

【
成
立
】
元
禄
八
年
正
月
十
二
日
　
定
陳

【
備
考
】
宛
名
が
　
「
江
嶋
助
之
進
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
助
之
進
殿
」

【
内
容
】
今
治
藩
三
代
藩
主
定
陳
よ
り
五
十
石
を
与
え
ら
れ
た
際
の
知
行
証
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
1
0
　
元
禄
九
年
江
嶋
助
之
進
宛
知
行
証

一
紙
　
二
三
・
六
X
六
四
・
三

【
成
立
】
元
禄
九
年
七
月
十
五
日
　
定
陳

【
備
考
】
宛
名
が
　
「
江
嶋
助
之
進
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
助
之
進
殿
」

【
内
容
】
亡
父
長
左
衛
門
(
為
信
)
　
の
遺
跡
高
五
百
石
を
、
そ
の
ま
ま
息
子
(
為
相
)

に
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
証
明
し
た
知
行
証
。
今
治
藩
三
代
藩
主
定
陳
の
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
1
1
　
享
保
三
年
江
嶋
助
三
郎
宛
知
行
証

紙
　
二
二
・
八
×
六
三
・
三

【
成
立
】
享
保
三
年
七
月
十
五
日
　
定
基

【
備
考
】
宛
名
が
　
「
江
嶋
助
三
郎
と
の
へ
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
助
三
郎

と
の
へ
」

【
内
容
】
今
治
藩
四
代
藩
主
定
基
か
ら
助
三
郎
(
為
正
)
　
へ
、
亡
父
助
之
進
(
為
梱
)

の
知
行
五
百
石
を
そ
の
ま
ま
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
証
し
た
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
1
2
　
宝
暦
六
年
江
嶋
助
之
進
宛
知
行
証

一
紙
　
二
二
・
七
×
六
二
・
七

【成立】宝暦六年七月二日　定郷

【
筆
者
】
松
筑
前
守

【
備
考
】
宛
名
が
「
江
嶋
助
之
進
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
助
之
進
殿
」

【
内
容
】
今
治
藩
五
代
藩
主
定
郷
よ
り
助
之
進
(
為
親
)
　
へ
、
亡
父
長
左
衛
門
(
為

正
)
　
の
知
行
高
五
百
石
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
証
し
た
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
1
3
　
寛
政
三
年
江
嶋
長
左
衛
門
宛
知
行
証

紙
　
二
二
・
九
×
六
三
・
八

【
成
立
】
寛
政
三
年
四
月
廿
二
日
　
定
剛

【
筆
者
】
松
壱
岐
守

【
備
考
】
宛
名
が
「
証
嶋
長
左
衛
門
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
長
左
衛
門
殿
」

【
内
容
】
今
治
藩
七
代
藩
主
定
剛
か
ら
長
左
衛
門
(
為
祥
)
　
へ
、
亡
父
助
之
進
　
(
為

親
)
　
の
知
行
高
五
百
石
の
相
続
を
証
し
た
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
1
4
　
文
化
三
年
江
嶋
長
太
郎
宛
知
行
証

一
紙
　
二
二
・
六
×
八
二
・
九

【
成
立
】
文
化
三
年
八
月
十
四
日
　
定
剛

【
備
考
】
宛
名
が
「
江
嶋
良
太
郎
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
長
太
郎
殿
」

【
内
容
】
今
治
藩
七
代
藩
主
定
剛
よ
り
長
太
郎
(
為
善
)
　
へ
亡
父
長
左
衛
門
(
為
政
)

の
知
行
高
五
百
石
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
証
し
た
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
1
5
　
天
保
七
年
江
嶋
助
五
郎
宛
知
行
証

紙
　
二
三
・
〇
×
六
三
・
一

【
成
立
】
天
保
七
年
九
月
九
日
　
定
芝

【
備
考
】
宛
名
が
「
江
嶋
助
五
郎
穀
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
助
五
郎
殿
」

【
内
容
】
今
治
藩
八
代
藩
主
松
平
定
芝
よ
り
助
五
郎
　
(
為
美
)
　
に
、
兄
　
(
為
善
)
　
の

知
行
高
三
百
十
五
石
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
証
し
た
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


三
-
1
6
　
弘
化
二
年
江
嶋
長
太
郎
宛
知
行
証

一
紙
　
二
二
・
六
×
六
二
・
八

【
成
立
】
弘
化
二
年
二
月
朔
日
　
定
保

【
備
考
】
宛
名
が
「
江
嶋
長
太
郎
殿
」
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
江
嶋
長
太
郎
殿
」

【
内
容
】
今
治
藩
九
代
藩
主
定
保
よ
り
長
太
郎
(
為
知
)
　
へ
、
親
(
為
善
)
　
の
家
督

二
百
石
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
証
し
た
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/chigyo/chigyo.htm


○
勤
仕
覚
書

三
-
1
7
　
勤
仕
覚
書

紙
一
四
・
七
×
三
〇
四
二
二

【
成
立
】
寛
延
四
年
辛
未
歳
十
月

【
筆
者
】
江
嶋
長
左
右
衛
門
為
正

【
内
容
】
為
信
を
初
代
と
し
、
彼
が
席
廻
役
と
し
て
今
治
藩
に
召
し
上
げ
ら
れ
た
寛
文
八
年
か
ら
、
孫
に
あ
た
る
三
代

為
正
の
延
享
三
年
ま
で
の
、
八
十
四
年
間
に
わ
た
る
勤
仕
の
覚
書
。

三
-
1
8
　
江
嶋
為
正
覚
書

一
紙
　
二
三
・
〇
×
九
五
・
〇

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
表
書
「
上
　
江
嶋
長
左
衛
門
」
冒
頭
「
覚
　
定
基
公
御
代
　
本
国
薩
州
生
国
与
州
今
治
　
江

嶋
助
三
郎
為
正
　
後
長
左
衛
門
為
政
」

【
内
容
】
三
代
為
正
の
享
保
三
年
か
ら
延
享
三
年
ま
で
の
勤
仕
覚
書
。



三
-
1
9
　
動
仕
覚
書

一
紙
　
二
九
・
〇
×
七
九
・
七

【
成
立
】
寛
延
四
辛
未
年
九
月

【
筆
者
】
江
嶋
長
左
衛
門
為
親

【
内
容
】
元
文
三
年
か
ら
寛
延
四
年
ま
で
の
、
四
代
為
親
の
勤
仕
覚
書
。

三
-
2
0
　
勤
仕
覚
書

一
紙
　
二
〇
・
七
×
四
〇
・
七

【
内
容
】
宝
暦
五
年
か
ら
の
、
三
代
為
正
、
四
代
為
親
の
勤
仕
覚
書
。

13



三
-
2
1
　
江
嶋
家
勤
仕
覚
書

一
紙
　
一
八
×
九
八
九
・
二

【
成
立
】
寛
政
三
年
辛
亥
歳
四
月

【
筆
者
】
江
嶋
長
左
衛
門
為
祥

【
内
容
】
初
代
為
信
か
ら
五
代
為
梓
ま
で
、
寛
文
八
年
か
ら
寛
政
二
年
ま
で
の
百
二
十
四
年
間
に
わ
た
る
勤
仕
覚
書
。



三
-
2
2
　
江
嶋
家
勤
仕
覚
書

祇
　
三
三
・
五
×
一
一
〇
八
・
八

【
備
考
】
包
み
紙
二
枚
、
う
ち
一
枚
に
「
上
　
江
嶋
源
左
」

【
内
容
】
三
-
2
1
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
三
-
2
1
は
数
箇
所
付
箋
に
よ
る
訂
正
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
三
】
2
2
の
草

稿
の
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
発
見
さ
れ
た
勤
仕
覚
書
の
中
で
も
最
も
長
く
、
体
裁
が
整
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

三
-
2
3
　
勤
仕
覚
書

一

紙

一

五

・

三

×

六

七

・

四

【
備
考
】
付
箋
（
一
五
・
二
×
四
・
〇
)
あ
り
。
「
定
郷
公
御
代
　
実
佐
々
木
木
工
弟
一
本
国
薩
州
生
国
伊
濠
　
助

之
進
為
親
乃
養
子
江
嶋
長
左
衛
門
為
祥
」

【
内
容
】
今
治
藩
五
代
藩
主
定
郷
へ
仕
え
た
五
代
為
梓
の
、
宝
暦
十
三
年
か
ら
安
永
五
年
ま
で
の
勤
仕
覚
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/tutome/tutome.htm


三
-
2
4
　
勤
仕
覚
書

一
紙
　
二
九
・
一
×
四
六
・
四

【
成
立
】
寛
政
三
年
辛
亥
三
月

【
内
容
】
今
治
藩
六
代
藩
主
定
休
、
七
代
藩
主
定
剛
に
勤
仕
し
た
六
代
為
政
の
勤
仕
覚
。

三
1
2
5
　
代
々
勤
仕
之
寛

一
紙
一
五
・
五
×
九
八
・
七

【
内
容
】
寛
文
八
年
か
ら
安
永
六
年
の
勤
仕
の
覚
え
。

三
-
2
6
　
勤
仕
覚
書

一

紙

一

三

二

二

X

一

一

一

・

八

【
内
容
】
天
保
三
年
か
ら
、
今
治
藩
九
代
藩
主
勝
運
公
、
十
代
定
法
公
に
勤
仕
し
た
覚
書
。

三
-
2
7
　
勤
仕
覚
書

一
紙
一
六
・
二
×
四
九
・
八

【
内
容
】
文
政
二
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
、
八
代
為
美
が
、
今
治
藩
七
代
藩
主
定
剛
公
、
八
代
定
芝
公
に
勤
仕
し
た
覚

書
。



○
江
嶋
屋
敷
、
墓
所
見
取
図

三
-
2
8
　
江
嶋
家
屋
敷
図

一
紙
(
二
枚
〕
　
①
二
七
・
二
×
三
九
・
四
　
②
二
七
・
四
×
三
九
・
八

【
備
考
】
①
を
拡
大
し
た
も
の
が
②
。
①
に
は
屋
敷
周
辺
部
あ
り
。

【
内
容
】
①
表
通
り
二
拾
五
問
半
/
裏
行
四
拾
間

②
東
西
二
拾
五
問
半
/
南
北
四
拾
間
/
此
坪
千
〇
二
拾
坪

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/yasiki/yasiki.htm


三
-
2
9
　
墓
地
所
在
地

一
紙
一
三
・
六
×
一
五
・
〇

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
「
墓
所
古
国
分
前
に
有
　
江
嶋
利
惣
太
」

【
内
容
】
天
保
山
墓
地
に
、
江
嶋
信
雄
と
そ
の
父
江
嶋
遊
嘉
の
墓
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ

の
所
在
番
地
を
記
す
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/bochi/bochi.htm


三
-
3
0
　
江
嶋
家
墓
地
図

一
紙
　
二
〇
・
五
×
二
七
・
〇

三
-
3
1
　
江
嶋
家
墓
所
見
取
図

一
紙
　
三
〇
・
二
×
二
七
・
一

【
内
容
】
今
治
市
日
照
山
海
禅
寺
に
あ
る
江
嶋
家
墓
所
の
見
取
図
。



○
仏
事
関
連

三
-
3
2
　
江
嶋
家
祥
月
覚

一
紙
　
半
紙
二
ツ
折
　
二
二
・
六
×
六
九
・
一

【
内
容
】
江
嶋
家
の
祥
月
覚
書
。
日
向
寺
町
法
蔵
寺
の
墓
誌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/syo/syo.htm


三
-
3
3
　
江
嶋
家
祥
月
覚

紙
　
二
七
二
二
×
四
六
・
八

【
内
容
】
三
-
3
2
と
同
内
容
。
彩
雲
院
か
ら
法
通
院
ま
で
、
三
十
三
人
の
法
名
及
び
祥
月
が
記
さ
れ
て
い
る
。

三
-
3
4
　
江
嶋
家
祥
月
覚

一
紙
一
三
・
六
×
七
五
・
四

【
内
容
】
江
嶋
家
の
祥
月
日
の
覚
書
。

三
-
罰
　
江
嶋
家
戒
名
覚

一
紙
一
五
・
五
X
四
〇
・
八

【
内
容
】
為
信
か
ら
彩
雲
院
(
天
明
二
年
死
去
)
ま
で
の
戒
名
覚
書
。



三
-
3
6
　
江
嶋
家
戒
名
覚
書

一
紙
　
半
紙
二
ツ
折
　
二
六
・
八
×
三
七
・
七

【
備
考
】
墨
消
あ
り
。
法
名
の
下
に
丸
印
あ
り
。

【
内
容
】
為
信
か
ら
桂
林
院
(
明
治
三
年
死
去
)
ま
で
の
戒
名
覚
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/kai/kai.htm


三
-
3
7
　
明
治
三
年
江
嶋
氏
過
去
帳

写
本
一
冊
　
仮
綴
じ
一
三
・
七
×
二
〇
・
七
一
四
丁

【
外
題
】
　
(
直
書
〕
「
明
治
元
粟
酉
年
　
江
嶋
氏
　
新
八
月
改
　
法
名
　
憲
名
　
俗
名
」

三
-
3
8
　
江
嶋
利
惣
太
戒
名
及
び
墓
誌

一
紙
一
四
二
一
X
三
九
二
一

【
内
容
】
江
嶋
利
惣
太
(
明
治
四
十
年
正
月
二
十
五
日
没
)
　
に
関
す
る
戒
名
、
墓
誌
、
追
悼
文
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。



○
進
上
証
等
覚
書

三
-
3
9
　
進
上
証

一
紙
　
二
三
・
六
×
六
二
・
三

【
備
考
】
表
書
「
表
書
之
通
相
的
候
詑
　
当
番
　
板
倉
周
防
守
内
　
杉
本
清
蔵
　
戌

四
月
十
五
日
」

【
翻
刻
】
進
上
/
御
太
刀
一
腰
/
御
馬
一
匹
/
以
上
/
松
平
董
岐
守
家
来
/
江

嶋
長
左
衛
門
/
為
祥

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/sin/sin.htm


三
-
4
0
　
御
代
参
覚

一
紙
一
三
・
七
×
二
一
・
八

三
-
4
1
　
寛
政
三
年
以
後
明
細
書一

紙
一
五
・
八
×
一
九
一
二
二

【
翻
刻
】
　
(
冒
頭
〕
「
寛
政
三
幸
亥
三
月
明
細
書
差
上
候
其
後
之
儀
左
之
通
」

【
内
容
】
江
嶋
長
左
衛
門
為
祥
、
江
嶋
源
左
為
政
、
江
嶋
助
五
郎
為
義
、
時
代
で
い

え
ば
寛
政
五
年
九
月
八
日
よ
り
弘
化
二
年
正
月
二
十
九
日
ま
で
、
江
嶋
家

が
歴
代
今
治
藩
主
よ
り
受
け
た
知
行
を
含
む
下
賜
の
明
細
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/sin/sin.htm
http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/sin/sin.htm


三
-
4
2
　
寛
政
三
年
以
後
明
細
書

一
紙
一
五
・
七
三
二
八
九
・
四

【
翻
刻
】
　
(
冒
頭
)
「
寛
政
三
幸
亥
三
月
明
細
書
差
上
候
其
後
之
儀
左
之
通
二
御
座
候
」

【
内
容
】
江
嶋
源
左
為
政
、
江
嶋
長
左
衛
門
為
善
、
江
嶋
助
之
進
為
美
、
時
代
は
寛
政
五
年
九
月
八
目
よ
り
文
政
七
年

十
一
月
五
日
ま
で
、
江
嶋
家
が
歴
代
今
治
藩
主
よ
り
受
け
た
知
行
を
含
む
下
賜
の
明
細
書
。

三
-
4
3
　
御
判
物
覚
書

紙
一
六
・
五
×
五
〇
・
五

【
内
容
】
為
信
か
ら
助
之
進
為
美
ま
で
の
間
の
、
藩
主
か
ら
下
賜
さ
れ
た
事
項
の
み
を
記
し
た
覚
書
。



○
明
治
以
降
の
証
書
関
連

三
-
4
4
　
下
札
　
不
時
御
用
郷
夫
下
札

一
紙
　
〓
ハ
・
五
×
二
四
・
〇

【
成
立
】
寛
政
元
年

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。

【
内
容
】
江
嶋
源
作
に
あ
て
た
、
上
神
宮
村
に
三
人
雇
用
を
許
可
す
る
勘
定
所
の
有
印
文
書
。

三
1
4
5
　
辞
令
公
布
書

一
紙
一
八
・
七
×
二
六
・
二

【
成
立
】
明
治
十
二
年
七
月
二
十
七
日

【
内
容
】
江
嶋
務
あ
て
の
今
治
警
察
署
か
ら
の
辞
令
公
布
書
。



三
-
4
6
　
共
振
社
八
社
証

紙
一
八
・
〇
x
二
三
・
七

【
翻
刻
】
　
(
末
尾
)
「
明
治
十
四
年
十
二
月
廿
五
日
/
江
島
信
雄
殿
」

【
内
容
】
江
島
信
雄
が
、
共
振
社
へ
入
社
し
た
際
に
株
を
購
入
し
た
証
書
。

三
-
4
7
　
共
振
杜
証
書

一
紙
一
六
二
ハ
×
二
四
・
四

【
翻
刻
】
　
(
末
尾
)
「
明
治
十
四
年
十
二
月
廿
五
日
/
江
島
信
雄
穀
」

【
内
容
】
共
振
社
の
割
増
金
証
書
。

64

三
-
4
8
　
家
督
相
続
覚
書

一
紙
(
二
枚
)
　
①
一
五
・
八
×
一
五
二
一
②
一
三
・
六
×
二
五
・
八

【
筆
者
】
江
嶋
務

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
「
明
治
十
九
年
十
二
月
分
籍
ス
　
明
治
二
十
六
年
五
月
本
家
に
復
帰
ス
　
明
治
二
十
六
年
六
月

相
続
ス
」

【
内
容
】
①
は
、
江
嶋
務
が
明
治
十
九
年
十
二
月
十
八
日
に
越
智
郡
に
分
籍
、
明
治
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
に
復
籍

届
を
提
出
、
同
月
三
十
日
に
本
家
に
復
籍
、
翌
年
に
家
督
を
相
続
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②
に
は
越
智
郡
の
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。



○
そ
の
他
書
簡
、
書
付

三
-
4
9
　
為
信
身
分
照
会
状

一
紙
一
五
二
言
八
九
四
二
一

【
内
容
】
差
出
人
、
年
月
不
明
な
が
ら
、
為
信
の
身
分
、
経
歴
今
治
藩
へ
抱
え
ら
れ
た
経
緯
、
能
力
(
文
芸
)
　
に
つ
い

て
照
会
し
た
も
の
。
江
戸
中
期
に
為
信
が
既
に
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
萱
不
す
資
料
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/mibun/mibun.htm


三
-
5
0
　
安
政
三
年
正
月
十
五
日
源
之
進
被
召
出
之
節
心
覚
打

写
本
一
冊
　
模
本
　
仮
綴
じ
　
共
表
紙
　
二
二
・
四
×
一
八
・
九
　
六
丁

【
外
題
】
　
(
直
書
)
「
安
政
三
年
正
月
十
五
日
源
之
進
被
召
出
之
節
心
覚
和
」

【
備
考
】
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
江
嶋
家
の
動
向
を
記
し
た
も
の
。

三
-
5
1
　
明
治
四
年
十
二
月
十
八
日
書
留

一
紙
一
五
・
八
×
五
一
・
〇

【
翻
刻
】
　
(
末
尾
)
「
末
十
二
月
十
八
日
出
　
江
嶋
信
雄
」

【
内
容
】
未
年
(
明
治
四
年
)
　
の
江
嶋
家
構
成
。

84



三
-
5
2
　
江
嶋
長
左
衛
門
宛
書
簡紙

　
半
紙
二
ツ
折
一
八
・
二
×
四
八
・
八

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
「
津
州
今
治
御
家
中
　
江
嶋
長
左
衛
門
様
　
山
村
長
右
衛

門
」

【
翻
刻
】
　
(
末
尾
)
「
正
月
五
日
　
小
村
仁
兵
衛
　
小
倉
長
右
衛
門
/
江
　
長
左
衛
門

様
」

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/syokan/syokan.htm


三
-
5
3
　
今
治
夜
話
抄

一
紙
　
二
七
二
一
×
一
七
一
・
二

【
内
容
】
　
「
今
治
夜
話
」
巻
之
三
よ
り
為
信
関
係
記
事
の
抄
出
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/ima/ima.htm


三
-
5
4
　
勤
仕
覚
書

紙
一
五
・
五
×
三
四
・
〇

【
内
容
】
寛
文
八
年
か
ら
宝
暦
元
年
ま
で
の
為
親
の
勤
仕
覚
。



四
諸
芸

○
俳
譜
・
和
歌

四
-
1
　
山
水
発
句
拓
本

拓
本
一
紙

【
翻
刻
】

【
内
容
】

二

四

・

六

×

三

一

・

八

「
不
二
は
磯
西
行
か
限
高
ヽ
眼
　
　
松
風
軒
山
水
」

談
林
俳
謡
師
、
山
水
の
数
少
な
い
資
料
。
柿
衛
文
庫
所
蔵
の
為
信
短
冊
と

比
較
し
て
、
山
水
こ
と
江
嶋
為
信
の
自
筆
を
刻
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
印

記
の
記
さ
れ
る
の
も
数
少
な
い
。
こ
の
拓
本
が
、
現
存
不
明
の
為
信
の
江

戸
墓
所
で
採
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
別
に
句
碑
の
あ
っ
た
も
の
か
、
そ

の
ど
こ
で
採
ら
れ
た
も
の
か
は
不
明
。

25

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/sansui/sansui.htm


四
1
2
　
西
行
関
係
刷
り
物

一
枚
刷
り
　
二
二
・
六
×
三
一
・
一

【
成
立
】
発
来
夏
五
月
上
浣

【
内
容
】
宝
暦
三
年
の
西
行
関
係
刷
り
物
。
文
中
に
大
淀
三
千
風
の
名
あ
り
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/sai/sai.htm


四
-
3
　
江
嶋
為
親
和
歌

一
紙
一
五
・
九
×
一
三
五
・
〇

【
内
容
】
為
親
が
江
戸
へ
向
か
う
途
中
の
宿
舎
で
詠
ん
だ
和
歌
(
長
歌
〕
一
首
と

短
歌
二
首
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
初
鳴
き
を
詠
ん
だ
和
歌
(
長
歌
)
一
首
と
短
歌
一
首
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/waka/waka.htm


四
-
4
　
和
歌
短
冊

打
曇
り
模
様
　
三
六
・
一
×
五
・
六

【
作
者
】
閑
休

【
備
考
】
歌
題
「
旅
泊
月
」

四
-
5
　
和
歌
短
冊

打
曇
り
模
様
　
三
五
・
八
×
五
二
ハ

【
作
者
】
光
顕

【
備
考
】
歌
題
「
月
前
革
露
」

四
-
6
　
和
歌
短
冊

打
曇
り
横
様
　
三
六
・
一
×
五
二
ハ

【
作
者
】
信
安

【
備
考
】
歌
題
「
菊
離
月
」



四
-
7
　
和
歌
短
冊

打
曇
り
模
様
　
三
五
・
九
×
五
・
六

【
作
者
】
武
朝

【
備
考
】
歌
題
「
暮
秋
暁
月
」

四
-
8
　
和
歌
短
冊

打
曇
り
模
様
　
三
四
・
八
×
五
・
四

【
作
者
】
常
子

【
備
考
】
歌
題
「
夢
」

四
-
9
　
和
歌
短
冊

打
曇
り
模
様
　
三
四
・
七
×
五
・
四

【
作
者
】
重
い
へ

【
備
考
】
歌
題
「
新
年
」



四
-
1
0
　
和
歌
短
冊

打
曇
り
模
様
　
三
六
・
一
×
五
・
六

【
作
者
】
常
子

【
備
考
】
歌
題
「
寄
神
礼
」

四
-
1
1
　
和
歌
短
冊

金
箔
ち
ら
し
模
様
　
三
六
・
一
×
六
・
〇

【
作
者
】
良
助

【
備
考
】
歌
題
「
苔
」

四
-
1
2
　
発
句
短
冊

打
曇
り
模
様
　
三
六
・
〇
×
五
・
六



○
漢
詩
文

四
-
1
3
　
湊
詩
集

写
本
　
模
本
一
冊
　
共
表
紙
一
二
・
二
X
一
七
二
ハ
　
八
丁
。

【
備
考
】
見
返
し
に
「
佐
々
木
幸
右
衛
門
長
仍
/
魲
五
郎
右
衛
門
重
遠
/
福
田
宇
右

衛
門
玄
通
/
町
田
佐
太
之
進
武
昭
」

四
-
1
4
　
漢
詩
草
稿

一
紙
　
二
一
・
〇
X
一
三
・
四

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/siryo/siryo.htm


○
兵
法四

-
1
5
　
津
田
覚
左
衛
門
系
図

一
紙
一
五
・
七
×
七
四
二
一

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
上
　
江
嶋
助
之
進
」

【
内
容
】
関
口
流
剣
術
以
心
得
宗
流
の
兵
伝
書
。
宮
本
武
蔵
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。

津
田
覚
左
衛
門
は
、
元
禄
十
二
年
七
月
に
今
治
藩
へ
召
し
抱
え
ら
れ
て
い

る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/tuda/tuda.htm


四
-
1
6
　
以
心
得
宗
流
兵
伝
書
　
中
天
秘
伝
之
巻

一
巻
一
九
・
五
×
三
九
五
・
〇
一
枚
一
九
・
五
×
一
四
・
〇

【
成
立
】
嘉
永
六
突
丑
蔵
十
二
月
十
一
日

【
備
考
】
巻
物
の
最
後
に
付
紙
あ
り
。
「
以
心
得
宗
流
小
太
刀
伝
/
嘉
永
六
菜
丑
蔵

十
二
月
十
一
日
　
野
呂
先
生
ヨ
リ
得
之
/
江
嶋
吟
右
工
門
　
為
久
(
花
押
)
」

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/isin/isin.htm


四
-
1
7
　
剣
術
・
鑓
術
の
兵
伝
書

一
紙
　
二
二
・
二
×
五
四
二
一

【
内
容
】
鑓
・
長
刀
の
以
心
得
宗
流
兵
伝
書
。

四
-
1
8
　
以
心
得
宗
流
　
師
役
書
伴

統
一

【
備
考
】

【
内
容
】

四
二
二
×
四
・
七

包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
以
心
得
宗
流
　
師
投
書
伴
」

花
押
の
型
紙
が
十
個
(
四
-
1
5
の
系
図
に
出
て
く
る
人
物
の
も
の
)
。
「
慶
」

の
花
押
見
本
。
四
-
1
9
に
全
て
の
花
押
の
見
本
あ
り
。

花
押
の
型
を
紙
の
上
に
置
き
、
細
い
筆
で
綾
取
り
を
し
た
後
、
墨
で
塗
り

っ
ぶ
し
て
花
押
を
書
く
。
こ
の
当
時
の
花
押
は
、
現
代
で
い
う
認
め
印
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/08/syo/syo.htm


四
-
1
9
　
関
口
以
心
得
宗
流
総
目
録

模
本
一
冊

【
外
題
】

【
内
題
】

【
備
考
】

【
内
容
】

仮
綴
じ
　
共
表
紙
一
三
二
二
×
一
九
二
一
七
丁

(
直
書
)
「
総
目
録
」

「
関
口
流
以
心
得
宗
流
総
目
録
」

江
嶋
吟
右
衛
門
へ
献
上
さ
れ
た
も
の
。

以
心
得
宗
流
の
兵
伝
書
。
四
-
1
8
の
花
押
の
見
本
あ
り
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/08/seki/seki.htm


四
-
2
0
　
以
心
得
宗
流
免
許
状

紙
　
半
紙
二
ッ
折
　
四
三
・
〇
×
六
〇
・
五

【
成
立
】
万
延
元
庚
申
歳
四
月
吉
旦

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。

【
内
容
】
江
嶋
吟
右
衛
門
へ
の
免
許
皆
伝
書
。

四
-
2
1
　
七
位
歌
之
巻

模
本
一
冊
　
仮
綴
じ
　
共
表
紙
.
一
二
二
四
×
一
九
二
ハ
　
五
丁

【
外
題
】
　
(
直
書
)
「
七
位
歌
之
巻
」

【
備
考
】
江
嶋
吟
右
衛
門
へ
献
上
。

【
内
容
】
以
心
得
宗
流
の
兵
伝
書
。
七
位
を
和
歌
で
表
し
解
説
し
て
い
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/siryo/siryo.htm


四
-
2
2
　
慶
応
三
年
卯
の
八
月
の
兵
法
名
寄

一
紙
一
五
・
八
×
八
八
・
四

【
成
立
】
慶
応
三
年
八
月

【
備
考
】
　
「
慶
応
三
年
卯
の
八
月
改
」
と
あ
り
。

【
内
容
】
以
心
得
宗
流
派
の
門
下
生
の
一
覧
。

四
-
2
3
　
兵
法
巻
物
目
録

一
紙
一
五
二
一
×
二
七
・
二

【
内
容
】
総
目
録
　
表
裏
歌
巻
　
中
央
秘
伝
　
七
位
歌
の
巻
　
五
ケ
八
ケ
の
巻
　
兵

法
問
答
　
極
秘
の
巻
(
二
本
)
　
の
寸
法
(
幅
と
長
さ
)
を
記
す
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/siryo/siryo.htm


四
-
2
4
　
小
太
刀
伝
　
免
許
状

一
紙
一
五
・
六
×
四
七
・
八

【
内
容
】
小
太
刀
の
免
許
皆
伝
書
。

四
-
2
5
　
鑓
袋

布
製
。
全
長
七
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。



○
書
籍四

1
2
6
　
書
籍
貸
出
証
書

紙
一
二
・
〇
×
二
九
・
六

【
内
容
】
大
久
保
興
庵
に
、
医
学
書
五
部
二
十
二
冊
を
貸
し
出
し
た
と
き
の
書
付
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/siryo/siryo.htm


○
蒙
刻四

-
2
7
　
為
政
印
箋

一
紙
一
五
・
五
×
九
・
五

【
筆
者
】
沃
埜
平
恵
胤

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
「
印
紙
　
和
田
順
庵
君
」

【
内
容
】
沃
埜
平
恵
胤
刻
の
　
「
為
政
」
　
の
印
が
あ
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/siryo/siryo.htm


○
絵
画
・
工
芸
品

四
-
2
8
　
道
具
売
立
目
録

一
紙
一
六
・
四
×
五
〇
・
八

【
備
考
】
末
尾
に
「
道
具
茸
彿
二
付
江
嶋
家
置
度
候
間
右
之
品
買
置
候
」
、
文
中
に

「
唐
絵
」
「
富
士
絵
」
「
三
十
六
歌
仙
」
「
祐
実
尊
公
御
筆
」
な
ど
が
見
え
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/04/siryo/siryo.htm


四
-
2
9
　
道
具
日
録

一
紙
一
六
二
二
×
三
三
・
七

【
備
考
】
文
中
に
「
明
治
四
辛
来
手
彿
物
買
　
務
」

○
そ
の
他

四
-
3
0
　
九
月
二
十
六
日
伝
授
振
る
舞
い
献
立
表

一
紙
一
五
・
〇
×
四
四
・
四

【
内
容
】
九
月
二
十
六
日
に
何
か
が
伝
授
さ
れ
た
祝
い
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
料
理
の
献
立
表
。



五
生
活
資
料

○
行
事五

～
1
　
服
忌
令

折
本
一
冊
　
写
本
　
黄
色
表
紙
一
八
・
〇
×
七
・
五

【
内
題
】
　
「
服
忌
令
」

【
備
考
】
末
尾
に
「
貞
享
三
年
寅
四
年
廿
二
日
改
ル
」
(
為
信
自
筆
資
料
)

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/bukki/bukki.htm


五
-
2
　
服
忌
令

小
本
一
冊
　
写
本
　
共
表
紙
一
八
・
三
×
九
・
七
一
八
丁

【
成
立
】
正
徳
五
年
末
ノ
三
月

【
外
題
】
　
(
直
書
〕
「
服
忌
令
」

【
内
題
】
「
服
忌
令
」

五
-
3
　
服
忌
令

一
紙
一
六
・
〇
x
二
九
・
五

【
成
立
】
文
政
元
年
九
月
廿
九
日

【
内
容
】
精
進
日
/
三
日
の
内
/
初
七
日
二
二
十
五
日
・
四
十
九
日
二
日
ケ
日
/
御
玉
殺
生
目
/
二
七
日
迄
　
老
中
/

二
七
日
迄
　
役
人
中

17

五
-
・
4
　
年
始
行
事
覚
書

一
紙
一
三
二
二
×
四
九
・
七

【
備
考
】
末
尾
に
「
文
政
七
年
十
二
月
廿
七
日
」



○
法
律五
-
5
　
法
律
和
解

一
枚
刷
り
　
七
五
・
八
×
三
六
・
六

【
内
題
】
改
正
法
律
和
解
/
一
名
刑
名
一
覧
表
初
篇

【
翻
刻
】
刊
記
/
明
治
十
二
年
五
月
日
御
届
　
編
輯
出
版
人
　
大
阪
西
成
郡
西
高
津
村
百
十
一
番
地
　
加
藤
富
三
郎
/

二
篇
近
日
責
出
し
申
候
/
更
別

大
坂
心
斎
橋
　
綿
喜
/
同
　
　
平
野
町
　
前
田
善
次
郎

五
-
6
　
席
鯛

一
紙
一
六
・
六
×
二
四
・
八

【
備
考
】
末
尾
に
「
亥
　
五
月
三
日
」
。
服
装
に
つ
い
て
の
申
し
達
し
書
。



○
婚
礼五

-
7
　
婚
礼
申
し
合
わ
せ
帳

大
黒
綴
じ
　
共
表
紙
　
三
一
二
八
x
三
八
二
一
四
丁

【
成
立
】
天
保
四
年

【
備
考
】
付
箋
が
十
六
枚
あ
り
。

【
内
容
】
天
保
四
年
正
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
婚
礼
の
確
認
事
項
を
時
間
を
追
っ

て
記
す
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
8
　
婚
礼
出
席
者
名
簿

一
紙
一
六
・
三
×
三
五
二
ハ

【
内
容
】
天
保
四
年
正
月
二
十
二
日
の
婚
礼
参
加
者
の
名
簿
。

五
-
9
　
婚
礼
招
待
客
一
覧

一
紙
一
三
・
六
×
七
八
二
一

【
成
立
】
天
保
四
年

【
備
考
】
名
前
の
上
に
、
後
で
記
入
し
た
と
思
わ
れ
る
○
印
あ
り
。
受
付
に
使
わ
れ
た
も
の
か
。

【
内
容
】
婚
礼
の
招
待
客
四
十
八
名
の
名
が
記
さ
れ
る
。
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五
-
1
0
　
婚
礼
招
待
客
一
覧

一

紙

一

三

・

六

×

一

一

七

・

四

【
成
立
】
天
保
四
年

【
備
考
】
五
-
9
に
同
じ
。

【
内
容
】
婚
礼
の
招
待
客
七
十
四
名
の
名
が
記
さ
れ
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
1
1
　
婚
礼
案
内
状

一
紙
一
六
二
一
X
七
〇
二
一

【
成
立
】
天
保
四
年
正
月
廿
一
日

【
筆
者
】
江
嶋
家
人
　
渡
部
竹
助

【
備
考
】
回
文
。
包
み
紙
あ
り
。

【
内
容
】
正
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る
婚
礼
の
前
日
に
書
か
れ
た
案
内
状
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
1
2
　
婚
礼
案
内
状

一
紙
一
六
二
二
X
五
八
・
八

【
成
立
】
天
保
四
年
正
月
廿
一
日

【
内
容
】
江
嶋
助
五
郎
よ
り
翌
日
の
婚
礼
参
加
者
へ
の
書
状
。

五
-
1
3
　
長
左
衛
門
宛
書
簡

一
紙
一
三
・
八
X
三
八
二
ハ

【
成
立
】
天
保
四
年
正
月
廿
一
日

【
筆
者
】
岡
本
太
郎
左
衛
門
・
池
内
忠
太

【
内
容
】
天
保
四
年
正
月
二
十
二
日
の
婚
礼
に
参
加
す
る
と
い
う
返
答
書
。

五
-
1
4
　
中
澤
源
右
衛
門
宛
書
簡

一
紙
一
六
・
〇
×
一
七
・
九

【
成
立
】
天
保
四
年
正
月
十
七
日

【
備
考
】
宛
名
「
中
澤
源
右
衛
門
様
/
御
膳
面
添
/
矢
野
武
右
衛
門
」

【
内
容
】
天
保
四
年
正
月
二
十
二
日
の
婚
礼
に
関
す
る
書
状
。



五
-
1
5
　
矢
野
武
右
衛
門
　
婚
礼
関
係
文
書

一
紙
(
六
枚
)
　
一
六
・
〇
×
二
六
・
六
/
二
八
・
二
/
三
〇
・
四
/
三
二
・
八
/

三
二
二
ハ
/
三
五
二
一

【
成
立
】
天
保
四
年

【
筆
者
】
矢
野
武
右
衛
門

【
備
考
】
六
通
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
内
容
を
報
告
し
て
い
る
。

【
内
容
】
中
澤
源
右
衛
門
宛
に
正
月
二
十
二
日
の
婚
姻
の
手
続
き
が
滞
り
な
く
行
わ

れ
た
こ
と
を
逐
一
伝
え
た
報
告
の
書
状
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
1
6
　
天
保
四
年
正
月
廿
二
日
の
婚
礼
の
次
第

一
紙
　
二
八
・
八
×
三
八
二
二
一

【
成
立
】
天
保
四
年

【
内
題
】
「
正
月
廿
二
日
婚
姻
式
　
台
盃
之
次
第
」

【
内
容
】
婚
礼
の
当
日
に
供
さ
れ
る
料
理
の
一
覧
。
次
第
と
材
料
も
記
す
。
「
合
盃

之
次
第
」
「
色
直
服
紗
料
理
」
「
家
内
対
面
の
節
」
「
舅
入
り
の
節
」
「
夜
分
」

「
千
秋
万
歳
」

【
翻
刻
】
(
一
部
)

夜
分

つ
み
入

濃
醤
　
　
大
こ
ん
焼
と
ふ
ふ

い
も
牛
蒡

茶
漬
飯

香
の
物

板
は
ん
へ
い

焼
鳥
さ
さ
い

車
え
ひ

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


松
竹
梅
　
　
小
た
い
飯
た
こ

大
鉢
肴
　
玉
子長
い
も

河
茸
九
年
母

に
ん
し
ん

ふ
き
の
と
ふ

巻
鮨

同
夜小
皿
平
皿
・
め
し

吸
物
鉢
肴
大
硯
蓋



五
-
1
7
　
正
月
廿
二
日
婚
姻
式
献
立
表

一
紙
一
五
・
四
×
六
七
・
五

【
成
立
】
天
保
四
年

【
内
容
】
婚
礼
の
日
の
食
事
の
献
立
表
(
小
皿
・
汁
、
平
皿
・
め
し
、
吸
物
、
鉢
肴
、
取
肴
)
同
夜
(
小
皿
、
平
皿
・

め
し
、
吸
物
、
鉢
肴
、
大
硯
蓋
)
以
上
/
翌
日
前
日
の
通

五
-
1
8
　
色
直
し
の
節
　
盃
事
の
次
第

一
紙
一
五
・
四
x
一
八
・
八

【
成
立
】
天
保
四
年

【
内
容
】
色
直
し
の
節
の
盃
事
の
交
換
の
順
序
の
覚
書
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
1
9
　
ま
か
な
い
方
の
役
割
分
担
表

一
紙
一
五
・
〇
×
三
一
二
一

【
成
立
】
天
保
四
年

【
内
容
】
結
婚
式
に
お
け
る
、
料
理
人
、
酒
方
、
椀
方
、
本
杓
、
か
へ
、
肴
挟
の
分

担
表
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
2
0
　
正
月
廿
二
日
婚
姻
の
日
の
御
用
始

大
黒
綴
じ
一
三
・
八
×
三
九
・
四
　
五
丁

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
日
録
」

【
内
容
】
天
保
四
年
正
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
婚
礼
の
御
用
始
め
。
婚
礼
に
協
力

し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
や
人
数
、
裏
で
控
え
て
い
る
人
々
へ
出
す
料
理
の

献
立
な
ど
の
目
録
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
2
1
　
正
月
二
十
日
口
上
控

一
紙
一
五
・
四
×
二
五
・
〇

【
成
立
】
天
保
四
年

【
筆
者
】
江
嶋
長
左
衛
門

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
2
2
　
正
月
二
十
一
日
口
上
控一

紙
(
二
枚
)
　
一
六
二
一
×
一
八
・
八
/
一
九
・
二

【
成
立
】
天
保
四
年

【
筆
者
】
江
嶋
長
左
衛
門

【
備
考
】
二
枚
と
も
内
容
は
同
じ
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
2
3
　
正
月
二
十
二
日
口
上
控一

紙
一
六
・
二
×
二
一
・
〇

円
成
立
】
天
保
四
年

【
筆
者
】
江
嶋
長
左
衛
門

【
備
考
】
虫
食
い
の
跡
が
数
カ
所
あ
り
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/siryo/top.htm


五
-
2
4
　
聟
入
り
行
列
次
第

大
黒
綴
じ
一
三
・
八
×
三
九
・
五
　
三
丁

【
成
立
】
天
保
四
年

【
備
考
】
虫
食
い
の
跡
が
数
カ
所
あ
り
。

【
内
容
】
天
保
四
年
正
月
二
十
二
日
に
江
嶋
家
に
中
沢
源
右
衛
門
が
聟
入
り
し
た
と
き
の
行
列
の
次
第
を
記
す
。

五
-
2
5
　
結
納
目
録

一
紙
　
二
九
二
一
×
四
二
二
ハ

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
「
結
納
目
録
」
と
書
い
た
付
箋
が
一
枚
つ
い
て
い
る
。

【
内
容
】
結
納
の
際
の
目
録
/
御
上
下
代
　
金
百
ひ
き
/
干
た
い
一
お
り
/
や
な
ぎ
だ
る
一
荷



五
-
2
6
　
婚
礼
道
具
の
覚
書

一
紙
　
二
三
・
九
×
二
七
・
五

【
成
立
】
天
保
四
年
正
月
十
七
日

【
内
容
】
天
保
四
年
正
月
二
十
二
日
の
婚
礼
に
関
す
る
資
料
。
の
し
三
芳
・
茶
碗
・
鏡
台
な
ど
嫁
入
り
道
具
の
覚
書
。

五
-
2
7
　
婚
礼
書
付

一
紙
　
二
九
・
〇
X
四
二
二
八

【
内
容
】
干
鯛
を
贈
る
こ
と
が
正
月
二
十
六
日
に
記
さ
れ
て
い
る
。
婚
礼
の
後
の
引
き
出
物
日
録
と
思
わ
れ
る
。

五
-
2
8
　
道
具
覚

一
紙
　
半
紙
二
ツ
折
　
二
九
・
〇
×
四
二
二
二

【
内
容
】
婚
礼
の
道
具
の
覚
書
。



五
-
2
9
　
婚
姻
和
帳
入
れ

一
紙
　
二
一
・
八
×
三
〇
・
八

【
翻
刻
】
　
「
天
保
四
発
己
正
月
廿
二
日
　
婚
姻
和
帳
入
　
江
嶋
助
五
郎
」

五
-
3
0
　
江
嶋
源
之
進
宛
の
覚
書

一
紙
　
〓
ハ
・
O
X
一
六
・
〇

【
成
立
】
子
の
年
の
十
月
二
十
四
日

五
-
3
1
　
江
嶋
源
之
進
宛
の
覚
書

一
紙
一
六
・
〇
×
一
六
・
〇

【
成
立
】
子
の
年
の
十
月
二
十
四
日



五
-
3
2
　
婚
姻
約
定
証

一
紙
　
二
八
・
〇
×
二
六
・
九

【
成
立
】
明
治
十
二
年
二
月
日

【
筆
者
】
岡
田
愛
助

【
備
考
】
冒
頭
「
約
定
謹
」
　
宛
名
「
愛
媛
県
越
智
郡
蔵
敷
村
　
江
嶋
信
雄
殿
」

【
内
容
】
信
雄
の
妹
の
婚
姻
に
つ
き
、
相
手
方
よ
り
、
万
一
離
婚
の
時
の
取
り
決
め
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/yakutei/yakutei.htm


五
-
3
3
　
目
録

一
紙
(
二
枚
)
　
三
四
・
〇
X
四
七
・
八

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
も
く
ろ
く
」
多
少
虫
食
い
跡
あ
り
。

【
内
容
】
持
代
と
し
て
百
疋
を
賜
る
。

五
-
3
4
　
目
録

一
紙
　
二
九
二
一
×
四
二
・
七

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
目
録
」
/
付
箋
あ
り
。
「
江
嶋
惣
客
様
江
　
山
路
家
内
よ
り
」

【
内
容
】
干
鯛
一
折

五
-
3
5
　
目
録

一
紙
　
二
九
・
三
X
四
二
・
八

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
も
く
ろ
く
」
付
箋
あ
り
。
「
御
両
親
横
江
　
縁
女
よ
り
」

【
内
容
】
し
ん
上
/
干
た
い
一
お
り
/
巳
上
/
磨
次



○
金
銭五
-
3
6
　
金
銀
寛

一
紙
一
三
・
五
×
二
六
・
八

【
内
容
】
天
保
十
二
年
か
ら
十
四
年
の
金
銀
覚
え
。

五
-
3
7
　
口
上
写
(
丁
銀
引
番
の
こ
と
)一

紙
一
五
・
五
×
一
二
九
二
一

【
備
考
】
文
中
に
「
但
し
丁
銀
差
出
小
国
銀
之
引
替
又
は
小
国
銀
差
出
丁

銀
引
替
候
儀
勝
手
次
第
」

【
内
容
】
冒
頭
「
田
上
写
　
此
度
吹
直
被
仕
仰
付
候
銀
乏
儀
当
月
廿
七
日

よ
り
追
々
引
替
可
遣
候
」
。
末
尾
「
蠣
喜
町
銀
座
　
三
井
組
　
駿

河
町
為
替
御
用
被
扱
所
　
十
人
組
　
本
両
替
所
為
替
御
用
被
扱

萌
し
。
以
下
「
室
町
三
丁
目
　
竹
原
屋
互
右
衛
門
」
か
ら
「
神
田

旅
篭
町
石
川
崖
庄
八
郎
」
ま
で
計
五
軒
。
「
右
之
通
公
儀
よ
り
被

御
出
候
　
正
月
廿
三
日
」

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/kouzyo/kouzyo.htm


五
-
3
8
　
金
銭
呼
称
控

一
紙
　
三
一
・
六
×
三
七
・
七

【
内
容
】
金
銭
の
呼
び
方
(
符
帳
)
。

【
翻
刻
】
　
「
壱
銭
　
サ
ー
　
ス
～
キ
　
云
/
弐
践
　
ジ
ト
云
」
以
下
省
略
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/05/kinsen/kinsen.htm


五
-
3
9
　
算
用
帳

一
紙
　
半
紙
二
ツ
折
　
二
七
・
四
×
五
二
・
一

【
内
容
】
抽
・
醤
油
の
こ
と
な
ど
。

五
-
4
0
　
算
用
覚

一
紙
一
四
・
〇
×
二
三
・
九

【
内
容
】
子
供
用
脇
差
等
の
値
段
の
覚
え
。

五
-
4
1
　
勘
定
覚

一
紙
一
三
・
五
×
三
八
・
一

【
内
容
】
二
月
二
十
六
日
、
江
嶋
吟
右
衛
門
の
勘
定
覚
え
。



○
そ
の
他

五
-
4
2
　
守
札

木
札
(
一
枚
)
　
九
・
一
×
五
・
九

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
外
書
「
守
札
」

【
翻
刻
】
(表)

生
国
伊
与
父
助
之
道
男

蔵
吹
揚
神
社
氏
子
　
　
江
嶋
務

敷
天
保
七
丙
申
七
月
二
十
四
日
生

(裏)

詞
官佐
伯
宗
信

明
治
六
襲
酉
三
月
二
十
九
日

五
-
4
3
　
西
宮
仙
助
引
札

一
枚
刷
り
　
二
二
・
六
×
三
〇
・
三

【
内
容
】
ゆ
し
ま
切
通
坂
大
お
ろ
し
　
西
宮
仙
助



六
暮
長
戦
争
関
係

六
-
1
　
戦
場
に
お
け
る
心
得
等

一
紙
一
三
・
七
X
一
四
四
・
九

【
内
容
】
備
立
習
練
之
定
/
御
番
頭
心
持
之
事
/
相
図
符
的
之
事
/
行
路
相
図

之
事
/
戦
場
相
図
之
事
/
武
士
袖
下
/
備
之
形

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/06/siryo/siryo.htm


六
-
2
　
船
律

一
紙
　
半
紙
ニ
ッ
折
　
二
六
・
八
×
三
九
・
八

【
内
容
】
水
軍
の
船
を
指
揮
す
る
い
ろ
い
ろ
な
合
図
を
ま
と
め
た
も
の
。
昼
間
は
旗

で
、
夜
間
は
灯
火
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/06/siryo/siryo.htm


六
-
3
　
隊
列
園

一
紙
　
半
紙
二
ツ
折
　
二
六
・
八
×
一
六
・
九

【
備
考
】
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
　
に
、
今
治
藩
は
隊
編
成
を
洋
式
に
改
め
た
。

【
内
容
】
金
鼓
(
鉦
)
　
の
叩
き
方
に
よ
る
隊
列
の
組
み
方
を
ま
と
め
た
も
の
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/06/siryo/siryo.htm


六
-
4
　
大
砲
隊

一
紙
一
五
・
二
X
五
八
・
一

【
備
考
】
文
久
三
年
　
二
八
六
三
)
　
三
月
、
今
治
藩
は
天
保
山
脇
、
浅
川
裾
、
蒼

社
川
裾
、
城
下
浜
の
四
カ
所
に
砲
台
を
建
設
。

【
内
容
】
大
砲
隊
の
隊
員
一
覧
。
役
職
及
び
氏
名
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/06/siryo/siryo.htm


六
-
5
　
砲
兵
隊
名
簿

一
紙
　
半
紙
二
ツ
切
一
三
・
五
×
三
七
・
八

【
内
容
】
砲
兵
隊
の
各
隊
ご
と
の
隊
員
の
氏
名
一
覧
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/06/siryo/siryo.htm


六
1
6
　
軍
中
へ
の
手
紙
の
書
き
方
見
本

一
紙
.
一
二
二
七
×
五
一
二
二

【
内
容
】
戦
士
へ
の
手
紙
の
書
き
方
見
本
(
ひ
な
形
)
と
御
供
方
へ
の
手
紙
の
書
き

方
見
本
〔
ひ
な
形
)
む

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/06/siryo/siryo.htm


六
1
7
　
い
ろ
は
た
と
へ

一
紙
一
四
・
九
×
一
五
五
・
五

【
備
考
】
幕
末
、
今
治
藩
は
倒
幕
側
(
新
政
府
軍
)
　
に
つ
い
た
が
、
幕
長
戦
争
で
は

積
極
的
に
戦
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

【
内
容
】
　
い
ろ
は
が
る
た
の
要
領
で
、
当
時
の
時
代
風
潮
や
公
武
の
著
名
な
人
物
を

詩
語
・
風
刺
し
た
も
の
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/06/iroha/iroha.htm


七
　
そ
の
他

七
-
1
　
覚一

枚
一
五
二
二
×
一
〇
・
〇

【
内
容
】
寛
政
八
年
の
覚
書
。

七
-
2
　
文
政
十
年
書
状

一
紙
一
六
・
五
×
三
九
・
〇

【
備
考
】
冒
頭
「
去
歳
以
来
支
配
之
儀
」
文
末
「
文
政
十
年
亥
年
　
四
月
晦
日
」



七
-
3
　
江
嶋
吟
右
衛
門
宛
書
簡

一
紙
一
四
・
二
×
九
九
・
二

【
備
考
】
　
「
四
月
十
八
日
　
滝
口
新
太
郎
　
久
要
(
花
押
〕
」

【
内
容
】
先
日
に
、
初
め
て
吟
右
衛
門
に
対
面
し
た
滝
口
が
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
と

の
意
で
遣
わ
し
た
書
状
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/syokan/syokan.htm


七
-
4
　
江
嶋
長
左
衛
門
宛
書
簡

一
紙
一
六
二
二
×
四
二
・
八

【
備
考
】
差
出
人
「
鈴
木
矢
治
衛
門
　
四
月
五
日
」
包
み
紙
「
江
嶋
長
左
衛
門
様

鈴
木
矢
治
衛
門
」

【
内
容
】
実
父
死
去
の
こ
と
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/syokan/syokan.htm


七
-
5
　
書
簡
手
控

写
本
一
冊
　
模
本
　
仮
綴
じ
一
三
二
ハ
X
一
九
二
一
六
丁

七
-
6
　
ふ
じ
太
や
書
付
覚

一
紙
一
四
・
〇
X
一
六
・
一

【
備
考
】
四
月
廿
日
　
ふ
じ
太
や
忠
太

江
嶋
先
生
御
判

七
-
7
　
小
橋
屋
書
付
覚

一
紙
一
六
・
〇
×
四
一
・
八

【
備
考
】
五
月
廿
八
日
　
　
小
橋
屋
栄
助

七
-
8
　
天
保
六
年
人
名
覚

一
紙
一
六
・
一
×
六
三
・
三

【
備
考
】
末
尾
「
天
保
六
未
歳
　
十
一
月
廿
三
日
」

七
-
9
　
諸
覚
書
断
簡
三
枚

【
備
考
】
包
み
紙
あ
り
。
「
道
具
目
録
」



七
-
1
0
　
今
治
尋
常
小
学
校
長
書
簡

一
紙
　
二
〇
・
一
×
五
二
二
二

【
翻
刻
】
　
(
末
尾
)
「
明
治
世
三
年
十
二
月
一
日
/
愛
媛
県
越
智
郡
今
治
町
立
/
今
治

尋
常
小
学
校
長
/
日
浅
友
次
郎
/
江
嶋
務
殿
」

【
内
容
】
明
治
三
十
三
年
に
、
同
校
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
、
江
嶋
家
文
書
が
出

品
さ
れ
た
際
の
礼
状
。
江
嶋
家
文
書
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
。

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/03/syokan/syokan.htm


七
-
1
1
　
相
組
中
台

写
本
一
冊
　
横
木
　
共
表
紙
　
八
・
五
×
一
二
一
二
二
一
五
丁
　
墨
付
三
・
五
丁

【
内
容
】
相
組
の
申
し
合
わ
せ
帳
。

七
-
1
2
　
火
薬
調
合
覚

一
紙
一
六
・
五
×
四
二
・
九

【
内
容
】
火
薬
の
調
合
蓑
。

七
-
1
3
　
測
量
法
覚

一
紙
　
二
七
・
〇
×
一
九
・
一

七
-
1
4
　
祥
月
自
覚

一
紙
　
〓
ハ
・
O
X
二
八
・
七



七
-
1
5
　
覚

一
紙
一
五
・
六
×
二
四
二
ハ

七

1

1

6

　

覚

一
紙
一
四
・
四
×
八
二
ハ

【
備
考
】
豊
後
船
井
の
木
村
正
青
の
資
料
。

七
-
1
7
　
三
月
十
三
日
書
付

一

紙

一

五

・

一

×

一

四

二

二

七
-
1
8
　
標
着
船
検
証
次
第
書

一
紙
　
二
七
・
六
×
三
四
二
二



七
-
1
9
　
覚

一
紙
一
四
・
七
X
七
・
九

七
-
2
0
　
覚
書

一
紙
(
二
枚
)
　
一
九
・
五
×
一
〇
・
七

【
成
立
】
酉
十
二
月

【
筆
者
】
郡
役
所
〔
役
人
)

【
備
考
】
三
百
十
壱
番
/
一
丁
銭
　
面
目
也

七
-
2
1
　
書
簡
用
語
覚
書

一
紙
一
五
・
九
×
三
・
九



七
-
・
2
2
　
印
龍
等
三
個

(
表
)
　
　
　
　
　
　
　
　
(
裏
)

七
-
2
3
　
未
使
用
短
冊
十
枚

http://www.lib.ehime-u.ac.jp/EJIMA/html/07/inrou/inrou.htm


永
野
文
庫
目
録



◎
版
本

【
凡
例
】
書
名
・
本
型
(
大
は
大
本
、
半
は
半
紙
本
、
中
は
中
本
、
槙
は
横
木
、
本
型
を
も
っ
て
お
お
よ
そ
の
サ
イ
ズ
が
わ
か
る
の
で
、
サ

ィ
ズ
記
載
は
省
略
∵
表
紙
色
・
丁
数
(
必
要
に
応
じ
て
)
・
外
題
・
内
題
・
内
題
下
署
名
・
編
著
者
・
刊
記
(
刊
行
年
次
と
書
誌
の
必
要

事
項
の
み
)
・
備
考
の
順

愛
媛
県
衛
生
医
務
例
纂

申
一
巻
一
冊
　
黄
表
紙
一
九
九
丁

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

弗
氏
生
理
書

半
七
巻
七
冊
　
黒

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

愛
媛
願
衛
生
医
務
例
纂
(
後
ペ
ン
書
き
)

愛
媛
願
医
務
例
纂

讃
岐
　
梶
原
虎
三
郎
纂
輯

梶
原
虎
三
郎

讃
岐
高
松
　
梶
原
氏
蔵
版

明
治
一
六
年
官
省
布
達
達
書
に
よ
る
編
集

弗
氏
生
理
書
　
坪
井
為
春
　
小
林
義
直
　
同
訳

弗
氏
生
理
書

坪
井
為
春
　
小
林
義
直
　
同
訳

文
部
省

明
治
八
年
七
月



産
婆
論中
一
冊
外
題
内
題

(
巻
七
の
み
)
　
活
字
本
百
九
重

来
氏
　
産
婆
論
　
東
京
府
病
院
編
輯
　
明
治
十
一
年
十
一
月
出
版
　
七

産
婆
論
巻
之
七

内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

小
林
義
直
閲
　
山
崎
元
惜
訳

東
京
府
病
院

明
治
十
年
六
月
十
二
日
版
権
免
許

産
論
翼半
一
冊
外
題
内
題

(
乾
の
み
)
　
薄
標
色
　
四
十
二
丁

産
論
菓
　
乾

産
論
業
乾
之
巻

内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

阿
州
医
官
賀
川
玄
通
子
啓
甫
著

賀
川
玄
迫

平
安
済
世
館
蔵
版

序
　
安
永
乙
未
孟
夏
　
柴
邦
彦



医
事
新
聞

中
十
三
冊
(
二
一
二
三
・
二
四
・
二
五
二
一
六
二
二
三
二
二
六
二
二
七
・
三
八
・
四
〇
・
四
一
・
四
二
・
四
三
の
み
)
　
活

字
本

明
治
一
三
年
一
月
一
五
日
か
ら
明
治
一
四
年
八
月
一
五
日
ま
で
(
毎
月
一
五
日
発
行
)

医
事
新
聞
社
発
行

独
酌
医
議

半
一
巻
一
冊
　
薄
標
色
　
七
〇
丁

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

備
考

独
酔
医
談
(
直
書
き
)

独
酔
医
談

丹
後
田
辺
　
吉
見
良
子
庸
著

吉
見
良
子
庸

文
化
九
年
壬
申
夏
発
覚

浪
花
書
林
　
大
野
木
市
兵
衛
他
二
軒

太
田
元
貞
才
佐
父
の
序

繹
爾
列
氏
虎
烈
刺
論

中
一
巻
一
冊
　
黄
色
　
六
六
丁

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

膠
爾
列
氏
虎
烈
刺
論
　
小
林
義
直
閲
　
横
井
俊
蔵
訳
　
全

穆
爾
列
氏
虎
烈
刺
論

英
国
　
戎
繹
爾
列
　
原
撰
・
日
本
備
後
　
小
林
義
直
　
校
閲
・
同
　
三
河
　
横
井
俊
蔵

訳
述
横
井
俊
蔵

明
治
十
二
年
七
月
九
日
　
英
蘭
堂
蔵
版



保
菌
新
論

半
二
巻
二
冊
　
黒
　
七
十
五
丁

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

保
菌
新
論
　
高
山
紀
斎
述

保
菌
新
論

東
京
　
高
山
紀
斎
述

高
山
紀
斎

明
治
十
四
年
六
月
廿
五
日
出
板

有
心
堂
蔵
版
・
菜
蘭
堂

備
考

校
正
方
輿
輯

大
四
巻
四
冊
　
水
浅
黄
色
　
百
三
十
三
丁

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

校
正
方
輿
転

校
正
方
輿
腕

桂
里
有
持
先
生
口
授
・
門
人
　
奥
州
盛
岡
八
谷
文
恭
子
良
筆
受

桂
里
有
持

文
政
庚
寅
　
春
園
蔵
版
こ
屈
　
吉
田
庭
治
兵
衛
以
下
二
軒



用
薬
須
知
後
編

半
一
冊
(
巻
一

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

脈
学
輯
要

大
三
巻
三
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

難
経
本
義
大
六
巻
三
冊

外
題
内
題

の
み
)
　
白
茶
に
雲
竜
　
三
十
七
丁

用
薬
須
知
後
編

用
薬
頚
知
後
編

平
安
　
恕
庵
松
岡
玄
達
成
章
著

松
岡
恕
庵

慮
橘
堂
・
橘
枝
堂

序
　
宝
暦
戊
寅
　
贋
維
寅

標
色
　
七
十
二
丁

腺
学
輯
要
(
後
ペ
ン
書
き
)

脈
学
輯
要

東
都
　
丹
波
元
簡
廉
夫
　
著

丹
波
元
簡

萬
笈
堂
英
真
吾

萬
笈
堂
に
よ
る
再
刷

内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

表
紙
破
損
　
丁
数
不
定

難
経
本
義
(
後
墨
書
)

難
経
本
義

許
呂
　
滑
蒜
著

滑
義
正
保
五
成
子
歳
初
夏
吉
旦

京
寺
町
蛸
薬
師
前
敦
賀
屋
久
兵
衛
刊
行

付
訓
和
則
本
。
書
き
込
み
多
し
。



難
経
本
義
諺
解

大
十
二
巻
十
二
冊
　
薄
標
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

難
経
本
義
諺
解

難
経
本
義
諺
解

洛
下
　
法
橋
　
岡
本
為
竹
一
抱
子
　
編
揖

岡
本
一
抱

宝
永
三
歳
次
丙
成
秋
　
池
田
昆
三
郎
右
衛
門
以
下
二
軒

七
新
薬半
　
三
巻
三
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

黄
に
卍
つ
な
ぎ
　
百
十
一
丁

七
新
薬

七
新
薬

佐
渡
　
凌
海
司
馬
戯
公
提
　
著

司
馬
遠
海

文
久
二
王
成
孟
春
　
尚
新
掌
蔵
・
秋
田
太
右
衛
門
他
八
軒



日
講
記
聞
原
病
学
各
論

半
十
八
巻
十
五
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

新
纂
薬
物
学

(
十
二
・
十
五
・
十
六
欠
)
緩
色

目
講
記
聞
腰
痛
学
各
論

日
講
記
聞
原
病
学
各
論

大
阪
府
病
院
教
師
　
蘭
医
　
越
ホ
蔑
唾
斯
　
著

越
ホ
蔑
疇
斯

大
阪
府
病
院
蔵
版
・
書
籍
会
社
製
本

明
治
九
年
一
月
よ
り

半
五
巻
五
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

標
色
に
卍
つ
な
ぎ

新
纂
薬
物
学
　
樫
村
清
徳
纂
輯

新
等
薬
物
学

東
京
　
樫
村
清
徳
纂
輯

樫
村
清
徳

明
治
十
年
十
一
月
新
刊
　
格
致
学
舎
蔵
版
・
英
蘭
堂

備
考

叢
桂
亭
医
事
小
言

半
八
巻
七
冊
(
巻
五
欠
)
　
黄
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

叢
桂
亭
医
事
小
言

叢
桂
亭
医
事
小
言

原
南
陽
先
生
口
授
・
門
人
　
水
戸
　
大
河
内
政
存
筆
記

原
南
陽

水
戸
　
須
原
屋
安
次
郎
以
下
三
軒

明
治
刷
り



敏
氏
薬
性
論

中
四
巻
三
冊
〔
巻
一
欠
)
　
標
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

備
考

敏
氏
薬
性
論
　
足
立
寛
訳
補

敏
氏
薬
性
論

独
逸
　
敏
都
民
原
著
・
日
本
　
足
立
寛
訳
補

足
立
寛

明
治
八
年
四
月
　
仁
静
学
舎
蔵

明
治
九
年
二
月
九
日
　
足
立
寛
蔵
版

英
蘭
堂
に
よ
る
後
刷
り

華
氏
解
剖
摘
要

中
九
巻
八
冊

外
題
内
題

(
巻
二
欠
)
　
鼠
色
に
な
で
し
こ

華
氏
解
剖
摘
要

華
氏
解
剖
摘
要

内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

村
上
典
表
　
訳
述

村
上
典
表

明
治
十
年
十
月
刊
行
・
文
海
宝
蔵
版

日
本
薬
局
方

活
字
本
　
明
治
十
九
年
七
月
　
東
京
医
事
新
誌
局
出
版
　
二
神
寛
治



玄
冶
薬
方
口
解

横
一
巻
一
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

製
剤
備
考

中
二
巻
一
冊

薄
標
色
　
百
三
十
七
丁

玄
治
薬
方
(
後
ペ
ン
字
〕

玄
冶
薬
方
口
解

な
し
岡
本
玄
冶

明
暦
式
丙
申
歳
季
秋
目
　
中
尾
市
郎
兵
衛
板
行

(
巻
下
欠
)
　
黒

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

外
科
手
術

半
二
巻
二
冊
　
黒

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

製
剤
備
考
　
乾

製
剤
備
考

常
陽
　
室
町
温
興
　
纂
輯

室
町
温
興

明
治
翼
酉
仲
春
　
応
機
楼
蔵
・
英
蘭
堂

外
料
亭
街

外
科
手
術

田
代
基
徳
　
纂
輯

田
代
基
徳

明
治
六
年
五
月
　
隆
々
亭
蔵
・
英
蘭
堂



難
病
自
療

半
二
巻
二
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

濃
茶
に
菊

難
病
自
療

難
病
自
療

東
京
起
療
病
院
長
　
後
藤
昌
文
　
閲
・
男
　
昌
直
　
著

後
藤
昌
直

明
治
十
五
年
六
月
出
版
　
後
藤
氏
蔵
版

備
考

暴
病
管
見

半
一
巻
一
冊
　
水
浅
黄

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

暴
病
管
見
　
完

暴
病
管
見

東
都
聞
閣
薩
州
田
宮
尚
施
撰

田
宮
尚
施

安
政
戊
午

備
考

虎
列
刺
病
療
法
備
考

中
一
冊
　
海
老
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

相
原
謙
益
編
集
　
虎
列
刺
病
療
法
備
考
　
完

虎
列
刺
病
療
法
備
考

な
し
柏
原
謙
益

明
治
十
一
年
二
月
　
博
済
舎
蔵
・
岡
田
茂
兵
衛
以
下
二
軒



小
刻
傷
寒
論

中
一
冊
　
薄
標
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

診
断
捷
径

中
三
巻
三
冊
　
黒

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

傷
寒
論
輯
義

傷
寒
論

小
刻
傷
寒
論

な
し
香
川
修
庵

文
政
六
発
未
年
仲
冬
再
板
　
柏
原
屋
清
右
衛
門
他

伊
藤
東
涯
の
序
。
書
き
込
み
、
付
箋
多
い
。

診
断
捷
径
　
岡
玄
卿

診
断
捷
径

独
乙
　
ハ
ー
ゲ
ン
氏
著
・
日
本
　
間
玄
卿
訳

岡
玄
卿

明
治
十
一
年
二
月
出
版
　
中
洲
書
重
蔵
板
・
英
蘭
堂

大
七
巻
十
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

標
色傷
寒
論
輯
義

傷
寒
論
輯
義

東
都
　
丹
波
元
簡
廉
夫
　
学

丹
波
元
簡

文
政
壬
午
初
夏
　
英
大
助
他



眼
科
錦
東

大
四
巻
四
冊
　
黄
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

眼
科
錦
嚢

眼
科
錦
嚢

東
武
　
本
庄
俊
篤
士
雅
　
著

普
一
本
庄

天
保
二
年
辛
卯
晩
夏
　
芳
潤
堂
・
須
原
屋
源
助
他

続
眼
科
錦
東

大
二
巻
二
冊
　
黄
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

続
眼
科
錦
嚢

続
眼
科
錦
嚢

東
武
　
普
一
本
庄
俊
篤
士
雅
　
著

普
一
本
庄

天
保
八
年
丁
酉
晩
夏
　
芳
潤
掌
・
須
原
屋
源
助
他



続
医
断大
二
巻
外
題
内
題

冊
　
白
茶

内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

続
医
断
　
全

続
医
断

長
門
医
官
　
賀
屋
敬
恭
安
　
著

賀
屋
敬
恭
安

文
化
八
年
辛
未
八
月
　
丘
本
嘉
七
　
堺
屋
伊
兵
衛

葡
埴
磁
録

大
二
巻
二
冊
　
薄
繚
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

撤
瘡
秘
録

撒
瘡
秘
録
目
録

海
寧
陳
司
成
九
寵
甫
著

海
寧
陳
司
成
九
詔
甫

享
保
十
年
乙
巳
十
一
月
穀
旦
・
安
永
三
年
甲
午
三
月
再
板
二
戸
倉
屋
喜
兵
衛
梓

医
方
口
訣
柴

犬
二
巻
二
冊
　
水
浅
黄

外
題
内
題
内
題
下
署
名

増
補
医
方
口
訣
集
　
再
板

な
し
な
し

編
著
者

刊
記
備
考

不
明
重
層
四
甲
成
年
孟
春
　
垂
彫
・
村
上
勘
兵
衛
　
丹
波
屋
甚
四
郎
　
本
屋
又
兵
衛

伝
説
上
の
名
医
、
土
佐
道
寿
の
　
「
新
増
愚
接
口
訣
」
と
北
山
友
松
子
の
「
北
山
友

松
子
増
広
口
訣
」
と
を
、
編
集
合
刻
し
た
も
の
。



徴
痛
新
書

大
二
巻
二
冊
　
黄
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

激
痛
新
書

激
痛
新
書

相
州
医
士
　
片
倉
元
周
深
甫
　
著

片
倉
元
周

天
明
六
年
丙
午
十
月
　
和
泉
屋
金
右
衡
門
以
下
二
軒

天
明
七
年
五
月
の
丹
波
元
簡
の
序
が
あ
り
、
刊
記
は
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
。

医
方
集
解

大
二
巻
二
冊
　
水
浅
黄

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

垂
刊
　
医
方
集
解

医
方
集
解

体
寧
訊
庵
圧
昂
著
輯

圧
訊
庵

享
保
十
三
戊
申
孟
春
良
辰
　
吉
野
屋
重
郎
兵
衛
刊
行

田
中
素
行
が
浪
花
の
得
中
豊
で
訓
を
施
し
た
も
の



脈
語
大
二
巻
一
冊
　
白
茶
　
三
十
七
丁

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

脈
語
序
(
後
ペ
ン
書
き
)

脈
語
徽
欽
澄
塘
鶴
皐
山
人
呉
箆
述

呉
鼻
元
和
五
年
歳
舎
巳
未
仲
秋
良
日
　
梅
毒
重
刊

梅
嘉
刊
行
物



脾
胃
論

大
三
巻
一
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

濃
茶
　
百
二
十
一
丁

脾
胃
論
(
後
ペ
ン
書
き
)

脾
胃
論

東
垣
老
人
　
李
異
撰

李
東
垣

な
し
序
の
柱
刻
に
「
梅
南
書
屋
」



傷
寒
六
書

大
六
巻
五
冊
　
白
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

傷
寒
六
書

新
錦
陶
節
庵
家
蔵
傷
寒
六
書

明
　
余
杭
節
庵
陶
軍
　
旗

陶
節
庵

軍
水
庚
午
建
子
之
月
　
書
林
道
伴
加
点
新
剤

申
野
道
伴
の
刊
行
物

飲
病
論大
一
巻
一
冊
　
水
浅
黄

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

飲
痛
論
　
全

欧
痛
論

朴
庵
石
崎
淳
古
玄
素
著

朴
庵
石
崎
淳
古
玄
素

宝
暦
四
甲
成
年
孟
春
穀
旦
　
書
韓
叢
桂
堂
　
梅
村
宗
五
郎

外
科
通
論

半
一
冊
(
巻
四
の
み
)
水
浅
黄

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

外
科
通
論
　
四

外
科
通
論

佐
藤
進

佐
藤
進

明
治
九
年
八
月
　
佐
藤
尚
申
蔵
版
・
英
蘭
堂



尺
腰
双
魚

大
一
冊
(
巻
五
・
六
の
み
)
　
水
浅
黄

外
題
　
　
　
　
尺
儲
双
魚
　
三

内
題
　
　
　
　
新
錬
増
補
校
正
寅
幾
熊
先
生
尺
層
双
魚

肉
題
下
署
名
　
な
し

麻
疹
精
要

大
一
巻
一
冊
　
だ
い
だ
い
色

1
外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

毛
頭
附
方
　
麻
疹
精
要
　
全

麻
疹
精
要

清
　
張
遠
路
玉
　
著

張
遠
路
玉

寛
政
九
丁
巳
九
月
増
補
再
刻
　
敦
賀
屋
九
兵
衛

浪
花
の
上
月
専
斎
が
点
を
付
け
た
も
の

保
赤
全
書

大
二
巻
二
冊
　
標
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

保
赤
全
書

保
赤
全
書

庫
生
　
菅
藤
編
輯

管
　
藤

な
し
和
刻
本



医
方
大
成
論
諺
解

大
一
冊
(
巻
一
・
二
の
み
)
　
標
色

外
題
　
　
　
　
医
方
大
成
論
諺
解
(
後
ペ
ン
書
き
)

内
題
　
　
　
　
な
し

内
題
下
署
名
　
な
し

増
訂
本
草
備
要

中
二
巻
二
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

薄
標
色

増
訂
本
革
備
要

増
訂
本
草
備
要

休
寧
訊
魔
法
昂
著
韓

荘
訊
庵

享
保
十
四
巳
酉
七
月
穀
旦
　
植
村
藤
治
郎
以
下
二
軒



蘭
療
方中
一
巻
一
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

黄
土
色蘭
療
方

蘭
療
方

皇
都
　
広
川
原

広
川
原

山
口
素
絢
の
絵



蘭
療
薬
解

中
一
巻
一
冊
　
黄
土
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

蘭
療
薬
解
　
全

蘭
療
薬
解

皇
都
　
広
川
原

広
川
耕

文
化
三
年
丙
寅
夏
六
月
　
珪
池
斎
蔵
・
林
喜
兵
衛
発
行

藤
若
子
の
絵



校
正
宋
板
傷
寒
論

大
三
巻
三
冊
　
濃
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

校
正
宋
坂
傷
寒
論

校
正
傷
寒
論

な
し
浅
野
徽
元
甫

拙
庵
蔵
　
天
保
十
己
亥
年
　
伊
丹
屋
善
兵
衛
他

病
名
彙
解

半
七
巻
八
冊
　
茶
布
目

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

病
名
彙
解

病
名
彙
解

江
南
　
軍
医
　
桂
洲
甫

桂
洲
甫

梅
村
弥
右
衛
門
版
/
植
村
藤
右
衛
門
刊

十
四
経
発
揮
紗

大
十
巻
十
冊

外
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

標
色十
四
経
費
揮
紗

高
野
山
就
安
斎
玄
幽
/
門
人
谷
村
昌
安
斎
玄
仙
纂
輯

谷
村
昌
安
斎
玄
地

方
治
四
年
初
夏
吉
旦
　
柳
馬
場
通
二
条
下
町
　
苦
野
庭
権
兵
衛
坂
行

入
れ
木
に
よ
る
後
版



外
科
正
宗

大
四
巻
四
冊
　
標
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

外
科
正
宗

新
刊
外
科
正
宗

崇
川
　
陳
実
巧
亡
父
纂
著

源
元
凱

旧
坂
寛
文
芙
卯
八
月
　
新
錦
寛
政
辛
亥
四
月
　
芳
蘭
連
載

寛
文
版
が
天
明
の
火
災
で
焼
け
た
の
で
、
新
刻
し
た
も
の



病
名
彙
解

半
七
巻
八
冊
　
茶
布
目

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

病
名
彙
解

病
名
彙
解

江
南
　
草
医
　
桂
洲
甫

桂
洲
甫

寛
政
五
菜
丑
歳
二
月
再
版
・
京
都
　
野
田
藤
八
・
大
坂
　
柳
原
喜
兵
衛

貞
享
版
の
再
版

重
訂
古
今
方
彙

懐
一
巻
一
冊
　
油
引
き

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

重
訂
古
今
方
彙
(
後
ペ
ン
書
き
)

な
し
な
し
甲
賀
通
元

安
永
九
庚
子
春
発
行

望
月
三
英
の
序

普
襟
度
組
描
学

中
三
巻
三
冊
　
黒

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

普
裸
氏
組
織
学
　
三
浦
省
軒
　
長
谷
川
順
治
郎
　
同
訳

普
裸
氏
組
織
学

独
逸
　
フ
ラ
イ
氏
　
原
著
・
日
本
　
三
浦
省
軒
　
長
谷
川
順
治
郎
　
同
訳

三
浦
省
軒
　
長
谷
川
順
治
郎

明
治
十
二
年
四
月
出
版
　
養
源
堂
蔵
版



新
式
化
学

中
十
巻
九
冊
(
巻
八
欠
)
　
黒

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

新
式
化
学
　
太
田
雄
寧
訳
纂

新
式
化
学

東
京
　
太
田
雄
寧
訳
纂

太
田
雄
寧

明
治
十
年
四
月
新
錆

太
田
氏
蔵
版
　
英
蘭
堂
発
行

痘
疹
活
幼
心
法

中
二
巻
一
冊
　
標
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記
備
考

痘
疹
活
幼
心
法
　
(
後
ペ
ン
書
き
)

痘
疹
活
幼
心
法

清
江
久
吾
高
尚
恒
著

清
江
久
吾
義
尚
垣

な
し



西
説
医
範
提
綱
釈
義

大
三
巻
三
冊
　
え
び
茶

外
感
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

備
考

医
範
掟
綱

西
説
医
範
提
綱
釈
義

榛
斎
宇
田
川
先
生
訳
述
・
門
人
　
勢
州
　
諏
訪
俊
士
徳
筆
記

宇
田
川
榛
斎

文
化
二
乙
丑
年
七
月
原
刻
　
弘
化
二
乙
巳
年
正
月
再
刻

須
原
屋
伊
八
以
下
三
都
四
軒

「
紫
石
　
杉
田
勤
」
と
「
若
狭
　
杉
田
漁
」
　
の
序



西
説
医
範
提
綱
釈
義

大
三
巻
三
冊
　
え
び
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

備
考

医
範
捏
綱

西
説
医
範
提
綱
釈
義

榛
斎
宇
田
川
先
生
訳
述
・
門
人
　
勢
州
　
諏
訪
俊
士
徳
筆
記

宇
田
川
榛
斎

文
化
二
乙
丑
年
七
月
原
刻
　
弘
化
二
乙
巳
年
正
月
再
刻

須
原
屋
伊
八
以
下
三
部
四
軒

「
紫
石
　
杉
田
勤
」
と
「
若
狭
　
杉
田
濠
」
　
の
序

全
体
新
論

大
三
巻
二
冊
(
巻
坤
欠
)
　
鴬
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

刊
記

全
体
新
論

全
体
新
論

西
国
医
土
合
信
氏
著
　
南
海
陳
修
堂
同
接

合
信
安
政
四
丁
巳
晩
冬
　
越
智
蔵
版



◎
写
本

【
凡
例
】
書
名
・
木
型
　
(
大
は
大
本
、
半
は
半
紙
本
、
中
は
中
本
、
横
は
構
本
)
・
表
紙
色
・
丁
数
(
必
要
に
応
じ
て
)
・
外
題
・
内
題
・

内
題
下
署
名
・
編
著
者
・
備
考
の
順

婦
人
至
宝
書

半
一
巻
一
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

謬
氏
原
生
学

標
色婦
人
至
宝
書
(
後
ペ
ン
書
き
)

婦
人
至
宝
書

栄
智
謹

栄
智
恵

中
四
冊
(
巻
二
・
筋
篇
・
神
経
篇
・
五
官
篇
の
み
)

外
題
内
題
内
題
下
署
名

腹
証
奇
覧
後
編

半
二
巻
一
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

謬
氏
原
生
学

原
生
学

な
し

橙
色腹
証
奇
覧
後
編
　
全
一
冊

腹
証
奇
覧
後
編

湖
南
　
稲
葉
克
文
礼
父
著

稲
妻
克
文
礼
父



傷
寒
論半
一
冊
　
白
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

備
考

傷
寒
論
　
全

な
し
な
し
「
文
化
二
乙
丑
年
　
於
辞
倦
堂
」
の
識
語

八
首
の
俳
謡
発
句
あ
り



産
科
要
方

半
一
冊
　
水
浅
黄

外
題
内
題
内
題
下
署
名

備
考

浅
井
六
脈

大
一
冊
　
濃
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

傷
寒
諭
口
解

半
一
冊
　
濃
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

産
科
要
方
　
全

産
科
要
方

な
し
「
右
産
科
発
蒙
抜
華
凡
百
二
方
　
大
矢
門
人
　
竹
鼻
恕
介
写
」
　
の
識
語

浅
井
六
脈
　
五
臓
　
陰
陽

な
し
な
し

傷
寒
論
口
解
(
後
ペ
ン
書
き
)

な
し
な
し



活
滴
医
言

半
四
巻
一
冊
　
橙
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

瘍
科
方
選

半
一
冊
　
共
表
紙

外
題
内
題
内
題
下
署
名

枯
滴
医
言

油
滴
医
言

紀
伊
　
中
川
恕
為
仁
述
・
越
後
門
人
　
小
林
須
丈
録
・
日
向
同
　
安
井
格
安
　
校
正

中
川
恕
為
仁

瘍
科
方
選

な
し
な
し



自
丹
砂
製
錬
方

半
一
冊
　
共
表
紙

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

白
丹
砂
製
錬
方
　
附
中
風
　
論
治

自
丹
砂
製
錬
方

な
し
塙
寛
度

「
宝
暦
三
年
酉
十
一
月
五
日
」
　
の
識
語



標
有
堂
方
集
他
半
一
冊
　
共
表
紙

外
題
編
著
者

備
考

標
有
堂
方
集
(
後
ペ
ン
書
き
)

永
野
通
読

外
題
『
標
有
望
方
集
』
以
下
、
数
種
の
医
学
書
を
環
じ
た
物
。
筆
遣
い
も
他
筆
が
混
じ

り
、
一
人
の
ま
と
ま
っ
た
著
述
で
は
な
い
雑
纂
で
あ
る
。
但
し
、
「
標
有
宝
蔵
」
　
の
柱
刻

を
持
つ
専
用
料
紙
を
一
部
用
い
る
こ
と
か
ら
、
標
有
望
す
な
わ
ち
七
代
目
永
野
通
規
と

の
関
係
は
無
視
で
き
な
い
。
編
著
者
は
書
中
に
「
平
安
　
竹
中
先
生
門
人
　
予
州
　
永

野
規
伯
園
」
ま
た
は
「
漁
州
　
大
洲
鎌
田
先
生
門
人
　
永
野
通
規
」
な
ど
と
あ
る
こ
と

か
ら
推
定
し
て
通
規
で
あ
ろ
う
。



秘
法
腹
候
録

半
一
冊
　
黄
表
紙

外
題
内
題
内
題
下
署
名

備
考

秘
法
腹
候
録
　
全

な
し
な
し「
嘉
永
二
年
己
酉
仲
春
　
於
一
石
舎
写
之
」
の
識
語

産
論

半
一
冊
　
白
茶

外
題
　
　
　
　
産
論
　
全

内
題
　
　
　
　
産
論

内
題
下
署
名
　
平
安
有
済
堂

編
著
者

賀
川



眼
科
方半
一
冊
　
橙
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

療
療
探
蹟

半
一
冊
　
白
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

原
生
学

眼
科
方
　
完

眼
科
方

讃
岐
　
三
井
良
之
元
濡
　
編
集
・
男
　
善
之
文
卿
　
増
補

三
井
良
之
元
濡

療
家
探
蹟
　
全

廃
家
探
膣

な
し
天
野
俊
英
子
雲
甫

中
一
冊
外
題
内
題

(
巻
二
の
み
)
　
黒

原
生
学
(
後
ペ
ン
書
き
〕

原
生
学

内
題
下
署
名

外
科
通
論

な
し

中
一
冊
外
題
内
題

(
巻
一
の
み
)
　
青

外
科
通
論
　
第
壱

外
科
通
論

内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

な
し



内
外
医
科
理
学
入
門

中
一
冊
　
白
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

内
外
医
科
理
学
入
門
　
全

内
外
医
科
理
学
入
門

高
独
逸
都
　
伊
斯
蒲
餌
仁
屈
　
著
・
亜
諌
斯
的
児
遠
謀
　
漠
越
連
　
訳

伊
斯
蒲
ホ
仁
屈

「
小
松
藩
　
永
野
氏
蔵
書
」
「
安
政
五
戊
午
歳
復
月
吉
辰
於
北
窓
下
写
之
　
観
嶽
堂

蔵
書
」
　
の
識
語



瘍
科
噴
言
奥
義

半
二
巻
二
冊

外
題

内
題

内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

製
錬
之
法

半
一
冊
　
橙
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

橙
色瘍
科
墳
言
奥
義
　
完

瘍
科
墳
言
奥
義
下

瘍
科
墳
言
奥
義
巻
上

瘍
医
清
談
篇
巻
之
下

桂
園
高
階
先
生
口
授

共
二
冊
(
上
巻
)

瘍
医
活
談
篇
巻
之
下
　
桂
園
高
階
先
生
口
授
(
下
巻
)

(
上
巻
)

(
下
巻
〕

(
下
巻
〕

製
錬
之
法
　
完

な
し
な
し
柿
原
元
表
紙
「
製
錬
之
実
法
　
柿
原
家
」

「
柿
原
良
造
　
越
智
重
義
」
　
の
識
語



薬
徴
半
二
巻
二
冊

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

白
茶薬
徴
薬
徴
東
綱
吉
益
先
生
著
・
門
人
　
安
芸
　
田
中
殖
卿
玄
蕃
　
石
見
　
中
朝
貞
治
子
享

平
安
　
加
藤
白
圭
子
復
　
同
校

吉
益
東
洞

産
科
秘
要

半
一
冊
(
上
巻
の
み
)
　
共
表
紙

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

産
科
秘
要
　
上

産
科
秘
要

平
安
　
蘭
斎
賀
川
先
生
口
訣
・
同
　
蘭
台
賀
川
先
生
校
正

賀
川
蘭
斎



阿
蘭
陀
治
法
総
論

半
一
冊
　
標
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

備
考

阿
蘭
陀
治
法
総
論
(
後
ペ
ン
書
き
)

阿
蘭
陀
治
法
総
論

な
し
「
文
化
二
丑
春
二
月
写
　
木
村
周
輔
」
の
識
語



一
扁
鵠
伝
三
角
氏
秘
書

大
一
冊
　
濃
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

扁
鵠
伝
三
角
氏
秘
書
　
全

な
し
な
し
三
角
了
察
甫

「
安
永
元
年
　
季
冬
日
　
法
眼
三
角
了
察
甫
記
」
の
自
序



済
美
堂
丸
散
方

半
一
冊
　
橙
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

済
美
堂
方
函

済
美
空
丸
散
方
(
後
ペ
ン
書
き
)

済
美
堂
丸
散
方

な
し

半
一
冊
　
橙
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

備
考

済
美
堂
方
函

済
菜
堂
方
函

門
人
　
加
賀
池
田
廉
子
直
校
正

池
田
廉
子
直

「
八
代
　
春
沢
」
の
付
箋
。

「
天
保
十
二
丑
年
十
月
下
旬
等
之
　
伊
予
小
松
藩

永
野
寺
沢
」
　
の
識
語

宣
子
製
剤
記

半
一
冊
　
濃
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

宣
子
製
剤
記

宣
子
製
剤
記

な
し



解
職
図
賦

半
一
冊
　
橙
色

外
題
内
題
内
題
下
署
名

編
著
者

解
臓
園
賦
　
全
一
冊

文
政
四
年
解
臓
図
賦

越
前
　
池
田
義
之
冬
蔵
　
撰
署
・
山
城
　
藤
田
守
近
長
禎
　
参

訂池
田
義
之
冬
蔵

観
嶽
堂
経
方
裸

半
一
冊
　
白
茶

外
題
内
題
内
題
下
署
名

備
考

観
嶽
堂
経
方
楳
　
全
　
漠
洋
抜
草

な
し
な
し
諸
方
の
抜
粋
。
「
安
改
元
甲
寅
十
月
閲
写
」
「
松
山
野
間
郡
御
代
宮
津
封
半
助
　
郡
中
え
一
部
ツ
ツ

贈
る
　
五
巻
ナ
リ
」
　
の
書
き
込
み
。

「
志
喜
園
　
確
堂
布
衣
」
　
の
識
語



解
説

本
書
に
は
、
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
す
る
資
料
の
う
ち
、
今
治
藩
家
老
の
江
嶋
家
の
文
書
で
あ
る
『
江
嶋
家
文
書
』
、
小
松
藩
藩

医
の
永
野
家
『
永
野
文
庫
』
の
目
録
を
収
め
た
。
す
な
わ
ち
、
東
予
関
係
の
資
料
を
合
わ
せ
収
載
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
以

下
、
両
資
料
に
つ
い
て
概
述
す
る
。

江
嶋
家
文
書
に
つ
い
て

今
治
の
江
嶋
家
は
初
代
為
信
(
一
六
三
五
土
六
九
五
)
よ
り
始
ま
る
。
為
信
は
、
生
国
が
薩
摩
、
育
ち
は
日
州
訴
肥
(
現
在
宮
崎
県
日

南
市
)
、
寛
永
十
二
年
、
坑
肥
藩
伊
東
家
藩
士
の
江
嶋
為
頬
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
が
、
故
あ
っ
て
明
暦
元
年
(
一
六
五
五
)
に
妻
子
を

残
し
て
出
奔
、
浪
人
と
し
て
諸
国
を
放
浪
す
る
う
ち
に
江
戸
に
落
ち
着
く
。
こ
の
浪
人
時
代
に
当
時
流
行
し
っ
つ
あ
っ
た
散
文
芸
(
仮
名
草

子
と
呼
ば
れ
る
)
を
執
筆
し
、
『
身
の
鏡
』
『
理
非
鏡
』
な
ど
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
、
い
く
つ
か
の
兵
法
書
を
出
版
す
る
。

そ
し
て
、
為
信
は
寛
文
八
年
、
三
十
四
歳
に
し
て
今
治
藩
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

今
治
藩
士
小
泉
宣
安
の
推
挙
に
よ
り
馬
廻
役
と
し
て
百
石
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
以
後
、
功
績
を
あ
げ
、
元
禄
六
年
(
一

六
九
四
)
　
に
五
百
石
の
家
老
職
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
。

そ
の
江
戸
留
守
居
役
時
代
に
、
当
時
流
行
の
談
林
俳
謡
に
も
遊
ん
だ
。
談
林
派
総
帥
の
西
山
宗
因
に
評
を
乞
う
た
『
山
水
十
百
嶺
』
は
有

名
で
あ
る
。
俳
号
は
山
水
、
西
鶴
が
大
阪
で
催
し
た
大
矢
数
俳
語
『
西
鶴
大
矢
数
』
に
も
句
が
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
岡
西
惟
中
や
大
淀
三

千
風
が
今
治
の
為
信
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
今
治
を
、
い
や
愛
媛
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
産
業
界
の
面
で
は
、
甘
藷
を
今
治
に
も
た
ら
し
た
の
が
為
信
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

為
信
は
元
禄
八
年
に
江
戸
で
六
十
一
歳
で
逝
竜
墓
は
江
戸
の
芝
新
銭
座
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
不
明
。
今
治
の
海
禅
寺
に
は
遺
髪
塚
が

遺
さ
れ
、
江
嶋
家
一
門
の
墓
が
あ
る
。



そ
の
江
嶋
家
は
明
治
に
い
た
る
ま
で
今
治
に
あ
り
、
今
も
そ
の
一
族
が
お
住
み
で
は
あ
る
が
、
江
嶋
家
の
文
書
は
明
治
期
に
一
度
今
治
で

展
観
さ
れ
て
以
来
、
長
ら
く
愛
媛
の
地
に
は
な
か
っ
た
。
と
か
く
伝
の
不
明
な
こ
と
の
多
い
仮
名
草
子
作
者
の
な
か
で
江
嶋
為
信
の
例
は
貴

重
で
あ
る
の
同
時
に
、
今
治
藩
の
家
老
職
を
務
め
た
家
の
資
料
だ
け
あ
っ
て
、
か
つ
て
の
今
治
の
姿
を
知
る
一
級
資
料
で
あ
る
。
そ
の
江
嶋

家
文
書
が
長
ら
く
江
嶋
家
の
御
子
孫
の
手
元
に
あ
り
、
流
失
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
選
良
く
災
禍
を
免
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

平
成
十
三
年
七
月
、
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
研
究
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
目
録
本
文
を
一
覧
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
為
信
の
自
筆
、
系
図
か
ら
今
治
の
行
政
資
料

ま
で
も
含
む
価
値
あ
る
文
書
で
あ
り
、
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

【
参
考
】①
真
木
虎
雄
『
江
島
為
信
年
譜
』
『
江
嶋
家
譜
』
『
江
嶋
氏
系
図
』

②
呈
加
宗
一
「
俳
人
江
嶋
山
水
に
つ
い
て
」
(
昭
和
三
十
二
年
「
愛
媛
の
文
化
」
第
三
十
号
)

⑨
松
田
修
氏
「
日
州
漂
泊
野
人
の
生
涯
」
(
昭
和
三
十
八
年
「
日
本
近
世
文
学
の
成
立
」
〕

④
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
「
仮
名
草
子
集
」

⑤
菅
　
宗
次
編
集
・
武
庫
川
女
子
大
学
国
文
研
究
室
「
江
嶋
家
文
書
目
録
」
(
平
成
十
一
年
)



永
野
文
庫

永
野
文
庫
は
、
小
松
藩
藩
医
永
野
家
の
直
系
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
医
学
書
と
、
歴
代
永
野
家
当
主
の
数
人
に
よ
る
記
録
類
か
ら
な
る
。

お
も
に
江
戸
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
版
本
と
写
本
で
あ
る
が
、
梅
寿
刊
行
の
江
戸
初
期
の
医
学
書
や
、
蘭
学
関
係
の
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
。
平
成
四
年
に
御
子
孫
永
野
司
一
氏
に
よ
り
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

永
野
家
の
祖
は
徳
永
修
理
大
夫
で
、
代
々
小
松
領
内
大
頭
(
お
う
と
う
)
村
に
住
居
し
て
、
豪
農
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
以
下
、
藩
医

と
し
て
の
永
野
家
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
医
学
と
し
て
の
初
代
は
通
昌
、
通
称
寿
三
で
、
兄
善
助
の
死
に
よ
り
医
を
も
っ
て
家
督
を
継
い
だ
。

通
昌
は
北
川
村
に
住
み
、
飛
鳥
時
代
に
建
立
さ
れ
た
法
安
寺
の
跡
地
の
荒
れ
地
を
開
拓
し
、
薬
師
寺
を
建
立
、
高
野
山
を
勧
請
し
て
千
本
牡

丹
で
有
名
な
永
寿
庵
を
建
立
、
元
文
五
年
二
七
四
〇
)
に
没
し
た
。
こ
の
初
代
が
薬
師
如
来
を
本
尊
と
す
る
永
寿
院
を
建
立
し
た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
永
野
家
を
考
え
る
際
に
重
要
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
医
学
界
は
、
仏
教
医
学
や
民
間
医
療
、
和
気
と
丹
波
両
家
に
よ
る
典
薬
医
の

旧
式
の
医
学
か
ら
戦
国
期
に
大
き
く
変
動
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
立
て
役
者
が
曲
直
瀬
道
三
、
玄
朔
親
子
で
あ
る
が
、
こ
の
医
学
の

特
徴
は
当
時
最
先
端
で
あ
っ
た
中
国
医
学
の
積
極
的
な
導
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
儒
学
な
ど
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
仏
教
か
ら

帝
離
し
は
じ
め
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
精
神
構
造
の
底
流
と
し
て
は
旧
来
の
仏
教
観
を
引
き
ず
っ
て
い
た
。
江
戸
期
の
医
師
が
、
社
会
的
身

分
と
し
て
の
法
印
に
拘
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
し
、
剃
髪
が
医
師
の
一
般
の
髪
型
で
あ
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
「
儒
医
」
と
呼

ば
れ
る
長
髪
の
医
師
が
現
れ
る
は
、
江
戸
中
期
の
後
藤
艮
山
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
永
野
家
初
代
も
医
学
と
し
て
は
恐

ら
く
は
中
国
医
学
を
修
得
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
が
、
意
識
と
し
て
は
仏
教
と
根
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

そ
の
永
野
家
の
二
代
目
が
芳
通
、
通
称
昌
庵
で
、
初
め
て
小
松
藩
藩
医
に
登
用
さ
れ
永
野
姓
を
賜
っ
た
。
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
没
。

三
代
目
が
通
音
、
通
称
畠
庵
、
寛
政
六
年
二
七
九
四
〕
没
。
四
代
目
が
通
政
、
小
松
に
居
を
移
し
、
御
番
医
、
御
側
医
師
、
十
二
石
三
人

扶
持
、
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
江
戸
勤
番
中
に
客
死
。
五
代
目
が
通
一
、
通
称
呂
察
、
文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
)
に
天
折
。
六
代
目
通

蘭
、
通
称
寿
仙
、
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
没
。
七
代
目
が
通
観
、
通
称
春
沢
、
号
を
仙
園
(
伯
園
)
、
標
有
望
、
京
都
の
竹
中
秀
四
郎
に
就

い
て
内
科
、
外
科
、
産
科
を
修
行
。
『
標
有
望
方
集
』
『
初
産
治
験
録
』
の
著
が
あ
る
。
幸
水
五
年
(
一
八
五
八
)
没
。
八
代
日
通
頴
、
通
称

善
作
、
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
大
阪
で
医
学
修
行
中
に
没
。
九
代
目
通
憶
、
通
称
良
節
、
明
治
三
十
四
年
(
一
九
〇
一
)
没
。
十
代
日
通



久
、
通
称
良
準
、
『
愛
媛
面
影
』
の
著
書
で
知
ら
れ
る
今
治
藩
医
・
半
井
梧
庵
に
医
学
を
学
び
、
後
に
東
京
大
学
南
校
で
ウ
イ
ル
ソ
ン
、
ダ

リ
フ
ス
な
ど
に
に
就
い
て
外
国
語
を
修
得
後
、
桧
山
公
立
医
学
所
勤
務
な
ど
を
経
て
、
小
松
で
開
業
、
明
治
三
十
五
年
(
一
九
〇
二
)
没
。

そ
し
て
近
代
に
至
り
、
真
平
氏
、
司
一
氏
と
続
い
て
い
る
。

初
代
の
通
呂
が
薬
師
寺
を
建
立
し
、
病
の
平
癒
を
祈
願
し
た
こ
と
と
、
十
代
日
の
通
久
が
半
井
梧
庵
に
学
び
な
が
ら
も
外
国
語
を
修
得
の

後
に
近
代
医
学
を
修
め
た
こ
と
を
つ
き
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
永
野
家
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
医
学
史
の
歩
み
と
軌
右
二
に
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
愛
媛
の
医
学
史
の
み
な
ら
ず
、
日
本
医
学
史
を
考
え
る
際
に
も
今
後
大
い
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
永
野
文
庫
は
、
ま
さ

に
近
代
医
学
に
産
声
を
あ
げ
た
日
本
医
学
の
一
面
を
物
語
る
好
個
の
文
庫
で
あ
る
。

【
参
考
】宮
内
孝
夫
「
伊
予
小
松
藩
医
永
野
家
系
譜
」
(
「
伊
予
史
談
」
百
六
十
六
号
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
)

な
お
、
本
目
録
は
平
成
十
三
年
度
愛
媛
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
開
講
の
「
地
方
文
学
研
究
法
」
を
利
用
し
、
相
原
裕
美
、
下
坂
憲
子
、

谷
口
み
ち
任
、
福
田
安
典
が
作
成
し
た
。
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